
2026年（令和８年）

1351

中
央
近
代
化
基
金「
ܹ
ਙ
ࡂ
֐
༥
ࢿ
」

東
ト
協
、８
年
度
第
１
回
੫
制
金
༥
ҕ
һ
会

新
॓
・
文
京
支
部
が
۽
本
へ
ٹ
ԉ
物
ࢿ
輸
送

関
運
局
、点
検
整
備
推
進
運
動
強
化
月
間

ް
࿑
ল
、10
月
は
શ
国
࿑
ಇ
衛
生
週
間

̎̐５̒̓

۽
本
ݝ
۽
本

地
方
を
਒
ݯ
と

す
る
࠷
大
਒
度

７
の
地
਒
に
よ

る
ඃ
֐
は
ਙ
大

で
ࢮ、
ऀ
38
人
、

ଟ
数
の
住
家
ඃ

֐
な
ど
が
生

じ
、
ආ
೉
生
活

を
送
る
人
は
約

３
０
０
０
人
に

及
Ϳ（
８
月
20

日
時
点
）。

国
土
交
௨
ল

の
調
΂
で
は
、

۽
本
ݝ
内
で
ト

ラ
ッ
ク
ӡ
送
事

業
ऀ
２
事
業
ऀ

の
事
務
所
が
શ

յ
し
た
ほ
か
、

60
事
業
ऀ
で
事

務
所
や
ं
ݿ
な

ど
の
一
部
ଛ
յ

が
֬
ೝ
さ
れ
て
い
る
。

地
਒
の
発
生
を
受
け
、
ま

ず
各
支
部
の
会
һ
事
業
ऀ
が

対
応
。
７
月
31
日
に
は
、
品

઒
区
か
ら
の
要
請
で
品
઒
支

部（
石
઒
߁
࢘
支
部
௕
）の

10
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
台
が
۽
本

ݝ
八
代
ࢢ
・
Ӊ
৓
ࢢ
の
各
所

へ
、
八
Ԧ
子
ࢢ
か
ら
の
要
請

で
ଟ
ຎ
支
部（
৓
߁
޾
支
部

௕
）の
13
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
台

が
八
代
ト
Ϥ
オ
カ
地
建
ア
リ

ー
ナ（
八
代
ࢢ
）へ
、そ
れ
ぞ

れ
出
動
し
た
。
な
お
、
品
઒

支
部
で
は
８
月
７
日
に
も
品

઒
区
の
要
請
を
受
け
、
10
Ἁ

ト
ラ
ッ
ク
１
台
が
ά
ラ
ン
ϝ

ッ
セ
۽
本（
۽
本
ࢢ
）へ
出

動
し
て
い
る
。

ま
た
、８
月
７
日
に
は
新

॓
区
の
要
請
を
受
け
、
新
॓

支
部（
大
ౡ
໻
一
支
部
௕
）

の
７
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
３
台
と
４

ް
生
࿑
ಇ
ল
の

中
央
࠷
௿
௞
金
৹

議
会（
中
௞
）
は

７
月
28
日
に
開
催

し
た
第
75
回
৹
議

会
で
、
令
和
８
年

度
地
域
ผ
࠷
௿
௞
金
ֹ
改
定

の
目
҆
に
関
す
る
౴
ਃ
を
取

り
ま
と
め
、
上
野
ݡ
一
࿠
ް

࿑
大
臣
に
౴
ਃ
し
た
。
Ծ
に

目
҆
௨
り
に
改
定
さ
れ
た
場

合
、
શ
国
Ճ
重
平
ۉ
の
࠷
௿

௞
金
は
１
１
７
６
ԁ
と
な

り
、
前
年
度
比
55
ԁ
Ҿ
き
上

͛
、
Ҿ
き
上
͛
཰
は
４
・
９

て
、「
生
計
අ
を
ҡ
࣋
す
る

に
は
現
在
の
࠷
௞
で
は
十
分

で
な
い
」
こ
と
が
ڍ
͛
ら
れ

た
。一

方
、
使
用
ऀ
側
は
、
物

価
上
昇
の
影
響
は
家
計
だ
け

で
な
く
、
企
業
の
コ
ス
ト
増

に
も
表
れ
て
い
る
と
指
ఠ
。

特
に
中
小
企
業
・
小
ن
模
事

業
ऀ
で
は
、
物
価
や
人
݅
අ

の
上
昇
分
を
十
分
に
価
格
転

嫁
で
き
ず
、
経
営
が
ݫ
し
い

企
業
も
ଟ
い
と
し
て
、
企
業

の
௞
金
支
෷
能
ྗ
を
十
分
に

踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
と
主

ு
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
य़
ق
生
活

ಆ
争
で
は
、
શ
体
で
３
年
࿈

続
し
て
５
％
を
上
回
る
௞
上

％
と
な
る
。

৹
議
で
は
、物
価
や
௞
金
、

企
業
の
支
෷
能
ྗ
な
ど
が
൑

அ
ࡐ
料
と
な
っ
た
。
࿑
ಇ
ऀ

側
は
、
企
業
物
価
の
上
昇
が

価
格
転
嫁
を
௨
じ
て
、
消
අ

ऀ
物
価
に
೾
及
し
て
い
る
と

指
ఠ
。
࠷
௞
近
๣
で
ಇ
く
人

の
生
活
を
क
る
た
め
、
物
価

上
昇
を
踏
ま
え
た
大
幅
な
Ҿ

き
上
͛
が
必
要
だ
と
主
ு
し

た
。
調
査
で
は
、「
今
後
も

࠷
௞
が
Ҿ
き
上
が
る
΂
き
」

だ
と
考
え
る
人
が
７
ׂ
を
௒

え
、
そ
の
࠷
大
の
理
༝
と
し

Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
台
が
ア
ク
ア

ド
ー
ム
く
ま
も
と（
۽
本
ࢢ
）

へ
出
動
。
輸
送
に
ઌ
立
ち
、

２
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
台
が
૔
ݿ

間
の
ԣ
࣋
ち
輸
送
を
２
回
行

っ
た
。
さ
ら
に
、８
月
13
日

に
は
文
京
区
の
要
請
を
受

け
、
文
京
支
部（
ງ
内
৳
洋

支
部
௕
）の
1�
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク

１
台
が
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま

も
と
へ
ٹ
ԉ
物
ࢿ
を
ಧ
け
た

（
̑
໘
ࢀ
র
）。

本
部
で
は
８
月
４
日
、
都

の
要
請
を
受
け
、
ߥ
઒
支
部

（
金
原
༟
一
支
部
௕
）の
４

Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
台
が
本
所
消

๷
ॺ（
๽
ా
区
）・
味
の
ૉ
ス

タ
ジ
ア
ム（
調
෍
ࢢ
）か
ら
、

同
じ
く
ଟ
ຎ
支
部
の
４
Ἁ
ト

ラ
ッ
ク
１
台
が
Ճ
౻
物
流
セ

ン
タ
ー（
࡛
ۄ
ݝ
上
ඌ
ࢢ
）

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ଟ
ຎ
広
域

๷
ࡂ
૔
）ݿ
立
઒
ࢢ
）へ
物

ࢿ
の
ԣ
࣋
ち
輸
送
を
行

っ
た
。ま
た
、同
月
６
日

に
は
、
ଟ
ຎ
支
部
の
２

Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
台
が
ς
ィ
ー

ビ
ー
Τ
ス
三
๕
̥
̙
Ｃ（
࡛

ۄ
ݝ
入
間
܊
三
๕
ொ
）か
ら

同
૔
ݿ
へ
物
ࢿ
を
ӡ
ん
だ
。

ଟ
ຎ
広
域
๷
ࡂ
૔
ݿ
に
集

ੵ
さ
れ
た
ٹ
ԉ
物
ࢿ
は
、
ଟ

ຎ
支
部
の
13
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
が

８
月
６
日
に
１
台
、
翌
７
日

に
２
台
、
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く

ま
も
と
へ
輸
送
。あ
わ
せ
て
、

ଟ
ຎ
支
部
の
෱
Ԭ
ݝ
内
営
業

所
の
７
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
台

が
、日
本
ϫ
イ
ド
ク
ロ
ス（
෱

Ԭ
ݝ
八
女
܊
広
઒
ொ
）で
ٹ

ԉ
物
ࢿ
を
ੵ
み
込
み
、
ア
ク

ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
へ
輸
送

し
た
。

東
ト
協
は
９
月
12
日
、
渋

谷
区
・
代
々
木
公
園
で「
ト

ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ
̩
̤
̠
̮

̤
２
０
２
６
Ỗ
਌
子
で
体
験

҆
શ
と
環
境
Ỗ
」
を
開
催
す

る
。
時
間
は
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

今
年
は
開
催
日
を
土
曜
日

に
変
ߋ
し
、
午
前
11
時
10
分

か
ら
野
外
ス
ς
ー
ジ
で
セ
Ϩ

モ
ニ
ー
を
実
施
す
る
。
サ
ブ

ς
ー
マ
は「
฻
ら
し
を
支
え
、

次
の
未
来
へ
」。
水
野
ޭ
会

௕
、来
ෂ
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

東
ト
協
ド
ラ
イ
ό
ー
・
コ
ン

ς
ス
ト
࠷
༏
ल
৆
、
ά
リ
ー

こ
の
ほ
か
、
都
か
ら
の
要

請
で
８
月
10
日
、
ଟ
ຎ
広
域

๷
ࡂ
૔
ݿ
か
ら
ଟ
ຎ
支
部
の

４
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
台
が
、
ά

ラ
ン
ϝ
ッ
セ
۽
本
・
ُ
万
ӡ

送（
八
代
ࢢ
）へ
ٹ
ԉ
物
ࢿ

を
輸
送
し
た（
ࣸ
ਅ
）。

今
回
の
ٹ
ԉ
物
ࢿ
輸
送

で
は
、
ミ
ω
ラ
ル
΢
オ
ー
タ

ー
、ア
ル
フ
Ỹ
化
米
、ビ
ス
ケ

ッ
ト
、お
か
Ώ
、ӷ
体
ミ
ル

ク
、ඇ
ৗ
食（
ϰ
ィ
ー
ガ
ン
対

応
څ、（
水
ା
ܞ、
ଳ
ト
イ
Ϩ
、

ໟ
෍
、๷
水
シ
ー
ト
、ブ
ル
ー

シ
ー
ト
、
଱
೤
ς
ン
ト
・
フ

Ϩ
ー
ム
、
ं
྆
用
ः
೤
シ
ー

ト
、ೕ
༮
ࣇ
用
物
ࢿ
、生
活
用

品
、
೤
中
঱
΢
オ
ッ
チ
な
ど

を
輸
送
。
発
ࡂ
直
後
に
必
要

と
な
る
ҿ
料
水
を
は
じ
め
、

ඃ
ࡂ
地
で
必
要
と
さ
れ
る
さ

ま
͟
ま
な
物
ࢿ
を
ಧ
け
た
。

Ҿ
き
続
き
、東
ト
協
本
部・

各
支
部
は
۽
本
ݝ
の
ඃ
ࡂ
地

に
向
け
た
ٹ
ԉ
物
ࢿ
輸
送
を

行
い
、
ඃ
ࡂ
地
の
支
ԉ
に
当

た
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

ン・Τ
コ
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト（
̜

̚
̥
）ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
༏

ल
৆
の
表
জ
な
ど
を
行
い
、

࠷
後
に
交
௨
҆
શ
、
環
境
อ

શ
に
向
け
た「
東
ト
協
એ
ݴ
」

を
発
表
す
る
。

イ
ϕ
ン
ト
広
場
で
は
、
ト

ラ
ッ
ク
ӡ
送
業
の
職
業
体
験

や
ト
ラ
ッ
ク
の
展
示
・
৐
ं

体
験
を
は
じ
め
、関
܎
団
体
、

協
ࢍ
企
業
な
ど
が
ブ
ー
ス
を

出
展
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や

Ω
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
、
家
଒

で
ָ
し
め
る
企
ը
も
実
施
す

る
。ま

た
、
能
登
半
ౡ
地
਒
・

߽
Ӎ
ࡂ
֐
の
ඃ
ࡂ
地
支
ԉ
と

し
て
、
࢈
直
品
の
販
売
を
行

い
、
෮
ڵ
支
ԉ
の
取
り
組
み

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
ٹ

ԉ
物
ࢿ
輸
送
に
ै
事
し
た
会

һ
事
業
ऀ
の
ト
ラ
ッ
ク
や
、

自
衛
隊
の
ࡂ
֐
派
遣
ं
྆
な

ど
を
展
示
す
る
。
さ
ら
に
、

令
和
８
年
۽
本
地
਒
を
受

け
、
会
場
に
は
ื
金
ശ
を
設

置
し
て
義
ԉ
金
を
受
け
付
け

る
な
ど
、
各
ඃ
ࡂ
地
の
෮
ڵ

支
ԉ
の
必
要
性
を
ૌ
え
る
。

フ
ェ
ス
タ
開
催
へ
最
終
確
認

協
力
を
求
め
る

東
ト
協
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス

タ
̩
̤
̠
̮
̤
２
０
２
６
実

行
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト（
৿
本
উ

໵
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
リ
ー
μ

ー
）は
８
月
1�
日
、
東
ト
総

合
会
館
で
第
７
回
̬
̜
会

議（
澤
幡
३
̬
̜
リ
ー
μ
ー
）

を
開
催
し
、
フ
ỻ
ス
タ
に
向

け
て
、
ス
ς
ー
ジ
プ
ロ
ά
ラ

ム
の
調
੔
や
Ω
ッ
チ
ン
カ
ー

の
બ
定
な
ど
、
࠷
ऴ
֬
ೝ
を

行
っ
た
。

澤
幡
̬
̜
リ
ー
μ
ー
は
、

開
催
ま
で
１
か
月
を
੾
る

中
、
ࡂ
֐
へ
の
උ
え
や
෮
ڵ

支
ԉ
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の
重
要
性
を
ア
ϐ
ー
ル
す

る
機
会
と
し
て
、
フ
ỻ
ス
タ

成
ޭ
へ
の
協
ྗ
を
呼
び
か
け

た
。ま

た
、
会
һ
事
業
ऀ
へ
の

協
ࢍ
を
Ҿ
き
続
き
ื
る
ほ

か
、
フ
ỻ
ス
タ
の
様
子
を
ࡱ

影
し
た
ࣸ
ਅ
を
イ
ン
ス
タ
ά

ラ
ム
に
౤
ߘ
す
る「
ト
ラ
ッ

ク
フ
ỻ
ス
タ
フ
ォ
ト
コ
ン
ς

ス
ト
」の
周
知
を
ٻ
め
た（
ಉ

෧
の
ν
ϥ
γ
ࢀ
র
）。

フ
ỻ
ス
タ
に
関
す
る
情
報

は
、
フ
ỻ
ス
タ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
公
式
フ
ỻ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
イ
ン
ス
タ
ά
ラ
ム
で
ਵ

時
発
৴
し
て
い
る
。

͛
、
༗
期
・
୹
時
間
・
ܖ
約

な
ど
の
࿑
ಇ
ऀ
で
は
６
％
台

の
௞
上
͛
が
実
現
。
使
用
ऀ

側
は
、
企
業
ن
模
が
小
さ
い

ほ
ど
௞
上
͛
཰
が
௿
い
܏
向

に
あ
る
こ
と
を
指
ఠ
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
公
ӹ
ҕ
һ
は
࠷
௞
法
上

の
３
要
ૉ
に
関
す
る
デ
ー
タ

を
基
に
、物
価
、௞
金
、企
業

の
支
෷
能
ྗ
な
ど
を
総
合
的

に
൑
அ
。
࿑
使
の
ҙ
見
は
一

க
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
શ

都
道
෎
ݝ
を
Ａ
Ỗ
Ｃ
の
３
つ

の
ラ
ン
ク
に
分
け
、
࠷
௞
改

定
ֹ
の
目
҆
を
提
示
し
、
東

京
を
ؚ
Ή
Ａ
ラ
ン
ク（
６
都

෎
ݝ
）は
5�
ԁ
、
Ｂ
ラ
ン
ク

（
28
道
෎
ݝ
）・
Ｃ
ラ
ン
ク

東
京
࿑
ಇ
局（
増
ా
࢚
࿠

局
௕
）は
８
月
５
日
、
東
京

地
方
࠷
௿
௞
金
৹
議
会
が
東

࿑
局
に
対
し
、
東
京
都
の
࠷

௿
௞
金
を
5�
ԁ
Ҿ
き
上
͛

て
、
時
間
ֹ
１
２
８
０
ԁ
に

改
正
す
る
の
が
適
当
で
あ
る

と
の
౴
ਃ
を
行
っ
た
と
発
表

し
た
。

現
行（
１
２
２
６
ԁ
）か
ら

の
Ҿ
き
上
͛
཰
は
４
・
４
％

と
な
る
。こ
れ
は
、中
௞
の
目

҆
௨
り
の
改
定
を
౴
ਃ
し
た

も
の
で
、
東
࿑
局
は
都
࠷
௞

を
改
定
・
公
示
し
、
10
月
１

日
に
改
正
発
ޮ
す
る
予
定
。

（
13
ݝ
）は
56
ԁ
の
Ҿ
き
上
͛

を
目
҆
と
し
て
౴
ਃ
し
た
。

今
後
は
各
地
方
࠷
௞
৹
議

会
が
、
今
回
の
目
҆
を
ࢀ
考

に
、
地
域
の
௞
金
実
態
な
ど

を
踏
ま
え
て
৹
議
す
る
。
中

௞
は
政
෎
に
対
し
、
中
小
企

業
・
小
ن
模
事
業
ऀ
が
継
続

的
に
௞
上
͛
で
き
る
よ
う
、

価
格
転
嫁
の
促
進
や
生
࢈
性

向
上
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を

進
め
る
よ
う
要
望
。
業
務
改

善
ॿ
成
金
を
は
じ
め
各
छ
ॿ

成
金
の
ॆ
実
や
、
௞
上
͛
の

原
ࢿ
֬
อ
に
つ
な
が
る
支
ԉ

ࡦ
の
強
化
も
ٻ
め
た
。

࠷
௞
վ
ఆ
ֹ
の
໨
҆
౴
ਃ

શ
ࠃ
Ճ
ॏ

ฏ
ɹ
ɹ
ۉ

��
ԁ
Ҿ
͖
্
͛

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
ਫ
໺
ޭ
会
௕
）

本
部
ɾ
各
支
部
は
、̓
݄
28
日
ͷ
令
和
８
年

熊
本
地
震
ͷ
ൃ
ੜ
に
伴
い
、東
京
都
΍
۠
ࢢ

ொ
ͳ
Ͳ
ࣗ
࣏
ମ
͔
Β
ͷ
ཁ
੥
に
ਝ
଎
に
ର
Ԡ

し
、ඃ
ࡂ
地
΁
ͷ
救
援
物
資
輸
送
を
実
施
。

྘
φ
ϯ
ό
ồ
ト
ラ
ッ
ク
͕
୲
͏
ラ
Π
ϑ
ラ
Π

ϯ
ͱ
し
て
ͷ
໾
ׂ
を
Ռ
ͨ
し
ͨ
。
東
ト
協
で

は
、震
ࡂ
ൃ
ੜ
に
උ
͑
ͨ
ମ
੍
੔
උ
を
ਐ
Ί

る
ͱ
ͱ
΋
に
、都
ͷ
๷
ࡂ
܇
࿅
に
ຖ
年
ࢀ
Ճ

͢
る
ͳ
Ͳ
ࡂ、
֐
࣌
ͷ
輸
送
ػ
ೳ
を
Ҩ
״
ͳ

͘
ൃ
ش
し
て
い
る
。
都
ຽ
ͷ
ੜ
׆
ͱ
ܦ
ࡁ
׆

ಈ
を
支
͑
る
、物
ྲྀ
ͷ
ݱ
৔
で
׆
༂
͢
る
ト

ラ
ッ
ク
υ
ラ
Π
ό
ồ
΍
会
һ
ࣄ
ۀ
ऀ
ͷ
ଘ
ࡏ

͕
、େ
͖
ͳ
ݪ
ಈ
ྗ
ͱ
ͳ
ỳ
て
い
る
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
֬
อ
΁
役
ׂ
Ռ
ͨ
͢

ඃࡂ஍ʹٹԉ෺ࢿ༌ૹ

༗ࣄͷඋ͑Ҩ״ͳ͘ൃ ش

厚労省 தԝ࠷௞৹ٞձ

ྩ࿨̔೥
ຊ஍਒۽

東 τ ڠ
ຊ෦ɾࢧ෦

౦
ژ
࠷
௞
͸
１
̎
̔
̌
ԁ
ʹ

౦τڠ

トラックフェスタ
ＴＯＫＹＯ２０２６

いよいよ開催

̕
݄
12
೔
​
୅
ʑ
໦
ެ
Ԃ
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શ
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
、
令
和

８
年
８
月
に
ܹ
ਙ

ࡂ
֐
に
指
定
さ
れ

た「
令
和
８
年
۽

本
地
਒
」
で
ඃ
֐

を
受
け
た
ト
ラ
ッ

ク
ӡ
送
事
業
ऀ
を

対
象
に
、
中
央
近

代
化
基
金「
ܹ
ਙ

ࡂ
֐
༥
ࢿ
」
の
推

ન
ਃ
し
込
み
を
公
ื
し
て
い

る
。
公
ื
期
間
は
８
月
17
日

か
ら
10
月
30
日
ま
で
。
公
ื

推
ન
総
࿮
は
10
ԯ
ԁ
で
、
本

社
所
在
地
の
各
都
道
෎
ݝ
ト

ラ
ッ
ク
協
会
を
௨
じ
て
ਃ
し

込
Ή
。

༥
ࢿ
推
ન
対
象
ऀ
は
、
同

ࡂ
֐
に
よ
る
ඃ
ࡂ
で
ඃ
֐
を

受
け
た
貨
物
自
動
ं
ӡ
送
事

業
ऀ
と
、
そ
の
ڞ
同
体
お
よ

び
࣋
ג
会
社（
た
だ
し
、
各

都
道
෎
ݝ
ト
協
に
Ճ
入
し
、

঎
޻
組
合
中
央
金
ݿ
ợ
঎
޻

中
金
Ụま
た
は
そ
の
代
理
ళ

と
の
取
Ҿ
ࢿ
格
が
あ
る
ऀ
）

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
֘
当

す
る
場
合
。

ᶃ
事
業
所
も
し
く
は
主
要

な
事
業
ࢿ
࢈
に
つ
い
て
、
શ

յ
・
半
յ
・
そ
の
他
こ
れ
ら

に
४
ず
る
ඃ
֐
を
受
け
た

ऀ
、
ᶄ
ӡ
送
収
入
ま
た
は
輸

送
ト
ン
数
に
つ
い
て
、「
ඃ

ࡂ
後
２
か
月
の
実
੷
」
ま
た

は「
今
後
２
か
月
の
見
込
み
」

が
、
前
年
同
期
比
20
％
以
上

の
ݮ
少
が
見
込
ま
れ
る
ऀ
。

֓
要
は
次
の
௨
り
。

˜
対
象
ࢿ
金
ử
ᶃ
設
උ
ࢿ

金（
物
流
・
෱
ར
ް
生
施
設

の
੔
උ
、
ं
྆
・
ՙ
໾
機
ց

の
ߪ
入
お
よ
び
そ
の
他
こ
れ

ら
に
४
ず
る
も
の
）、
ᶄ
ӡ

転
ࢿ
金

˜
༥
ࢿ
ݶ
度
ֹ
ử
ݸ
ผ
企

業
・
ڞ
同
体
と
も
５
０
０
０

万
ԁ
。
༥
ࢿ
ར
཰
は
取
ѻ
金

༥
機
関（
঎
޻
中
金
の
本
・

支
ళ
お
よ
び
そ
の
代
理
ళ
）

の
所
定
ར
཰
に
よ
る

˜
ঈ
ؐ
期
間
ử
10
年
以

内
。
た
だ
し
、
設
උ
ࢿ
金
で

༥
ࢿ
対
象
物
݅
の
法
定
଱
用

年
数
が
10
年
を
下
回
る
場
合

は
、法
定
଱
用
年
数
以
内（
ं

྆
ߪ
入
ࢿ
金
は
５
年
以
内
）

˜
ਾ
置
期
間
ử
ঈ
ؐ
期
間

の
う
ち
１
年
以
内

˜
ঈ
ؐ
方
法
ử
月
ො
、
ִ

月
ො
、
ま
た
は
３
か
月
͝
と

の
ݩ
金
ۉ
౳
ঈ
（ؐ
आ
入
期

間
௨
期
に
わ
た
っ
て
一
定

の
ݩ
金
ฦ
ࡁ
ֹ
）。
た
だ
し
、

୺
数
は
࠷
ऴ
ঈ
ؐ
日
で
調
੔

す
る˜

୲
อ
・
อ
ূ
人
ử
取
ѻ

金
༥
機
関
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る

˜
ར
子
ิ
څ
཰
ử
推
ન
༥

ࢿ
を
受
け
た
場
合
、
第
１
回

国
土
交
௨
大
臣
・

経
ࡁ
࢈
業
大
臣
・
公

正
取
Ҿ
ҕ
һ
会
ҕ
һ

௕
は
８
月
７
日
、
શ

ト
協
を
௨
じ
て
、「
令

和
８
年
۽
本
地
਒
の

影
響
を
受
け
て
い
る

中
小
受
ୗ
事
業
ऀ
と
の
取
Ҿ

に
関
す
る
配
ྀ
に
つ
い
て
」

を
࿈
名
で
発
出
し
、
会
һ
事

業
ऀ
の
ҕ
ୗ
事
業
ऀ
に
対
し

て
周
知
ప
底
を
図
る
よ
う
ٻ

め
た
。

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
な
ど

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

た
。こ

う
し
た
事
態
を
踏
ま

え
、
経
営
基
൫
の
ऑ
い
中
小

企
業
・
小
ن
模
事
業
ऀ
へ
の

取
Ҿ
上
の
影
響
を
࠷
小
ݶ
に

཈
え
る
た
め
、
会
һ
事
業
ऀ

の
ҕ
ୗ
事
業
ऀ
に
対
し
、
次

の
事
߲
に
つ
い
て
周
知
ప
底

を
図
る
な
ど
、
適
੾
な
ા
置

を
ߨ
じ
る
よ
う
要
請
し
た
。

１
⁒
ҕ
ୗ
事
業
ऀ
に
お
い

こ
れ
は
、
令
和
８
年
۽
本

地
਒
の
発
生
に
൐
う
取
Ҿ

上
の
影
響
が
、
ඃ
ࡂ
地
域
の

事
業
ऀ
と
取
Ҿ
の
あ
る
શ
国

の
ҕ
ୗ
事
業
ऀ
お
よ
び
中
小

受
ୗ
事
業
ऀ
に
広
が
る
可
能

性
が
あ
る
と
し
、
過
去
の
大

ن
模
ࡂ
֐
発
生
時
に
お
い
て

も
、
中
小
受
ୗ
事
業
ऀ
か
ら

事
業
ऀ
の
੹
೚
に
よ
ら
な
い

受
ྖ
ڋ
൱
、
ฦ
品
、
支
෷
஗

Ԇ
な
ど
に
関
す
る
相
談
や
、

ै
来
の
取
Ҿ
ઌ
か
ら
発
注
が

て
は
、今
回
の
地
਒
に
൐
い
、

中
小
受
ୗ
事
業
ऀ
に
取
Ҿ
上

一
方
的
な
ෛ
୲
を
ԡ
し
付
け

る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
に

ཹ
ҙ
す
る
こ
と

２
⁒
ҕ
ୗ
事
業
ऀ
に
お
い

て
は
、
今
回
の
地
਒
に
よ
っ

て
影
響
を
受
け
た
中
小
受
ୗ

事
業
ऀ
が
、
事
業
活
動
を
ҡ

࣋
し
、
ま
た
は
再
開
す
る
場

合
に
は
、
で
き
る
ݶ
り
、
そ

の
෮
旧
を
支
ԉ
す
る
と
と
も

に
、
ै
来
の
取
Ҿ
関
܎
を
継

続
し
、
ま
た
は
༏
ઌ
的
に
発

注
を
行
う
よ
う
౒
め
る
こ
と

な
お
、
公
取
ҕ
は
、
ࡂ
֐

発
生
時
に
お
け
る
受
ྖ
ڋ
൱

や
ฦ
品
な
ど
取
Ҿ
上
の
問
題

に
つ
い
て
、
独
઎
禁
止
法
お

よ
び
取
適
法
上
の
考
え
方
を

「
਒
ࡂ
に
関
࿈
す
る
̦
ˍ
Ａ
」

に
取
り
ま
と
め
、
公
取
ҕ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

る
。
ɹ
ɹ
ɹ

国
土
交
௨
ল
の
８
月
７
日

付
人
事
で
、
国
土
交
௨
事
務

次
׭
に
塩
見
英
೭
）ࢯ
国
土

交
௨
৹
議
׭
）が
ब
೚
し
た
。

ま
た
、
国
土
交
௨
৹
議
׭
に

は
ࠇ
ా
ণ
義
）ࢯ
大
臣
׭
๪

௕
）と
௽
ా
ߒ
ٱ
）ࢯ
総
合

政
ࡦ
局
௕
）が
ब
೚
し
た
。

ま
た
、
大
臣
׭
๪
௕
に
石

原
大
）ࢯ
物
流
・
自
動
ं
局

௕
）が
ब
೚
し
、
۹
ֻ
හ
෉

道
路
局
௕
は
ཹ
೚
。
物
流
・

自
動
ं
局
௕
に
स
本
ߒ
ࢯ

（
内
閣
෎
総
合
海
洋
政
ࡦ
推

進
事
務
局
௕
）が
ब
೚
し
た
。

同
局
୲
当
の
大
臣
׭
๪
৹
議

׭
に
は
ಸ
ྑ
和
美
）ࢯ
మ
道

局
総
務
課
௕
）、
半
ా
新
一

࿕
）ࢯ
ܯ
࡯
庁
ܯ
࡯
大
学
校

教
務
部
௕
）、
公
ڞ
交
௨
政

ࡦ
୲
当
ซ
೚
の
大
⁋
౷
ࢯ

（
東
京
ߤ
空
局
௕
）が
ब
೚

し
た
。

Ԙ
ݟ
ӳ
೭（
し
お
み
・
ͻ

で
Ώ
き
）
ࢯ

昭

和
�1
年
生
ま
れ
、

兵
ݿ
ݝ
出
਎
。
ૣ

Ҵ
ా
大
学
政
治
経

ࡁ
学
部
ଔ
業
。
平

国
交
ল
の
８
月
７
日
付
人

事
で
、
関
東
ӡ
輸
局
௕
に
澤

井
ढ़
）ࢯ
海
上
อ
҆
庁
総
務

部
௕
）が
ब
೚
し
た
。

ᖒ
Ҫ
ढ़（
さ
わ
い
・
し
ỵ

ん
ࢯ（

昭
和
��
年
生
ま
れ
、

ઍ
༿
ݝ
出
਎
。
東
京
大
学
法

学
部
ଔ
業
。
平
成
５
年
ӡ
輸

ল
入
ল
。
経
ࡁ
࢈
業
ল
大

臣
׭
๪
৹
議
）׭
঎
務
・
サ

成
２
年
建
設
ল
入
ল
。
住
宅

局
௕
、
不
動
࢈
・
建
設
経
ࡁ

局
௕
、
総
合
政
ࡦ
局
௕
、
国

土
交
௨
৹
議
׭
を
歴
೚
。

स
ຊ
）ߒ
;
な
も
と
・
ͻ

ろ
し
ࢯ（

昭
和
�5
年
生
ま

れ
、
広
ౡ
ݝ
出
਎
。
東
京
大

学
法
学
部
ଔ
業
。
平
成
５
年

ӡ
輸
ল
入
ল
。
大
臣
׭
๪
৹

議
）׭
公
ڞ
交
௨
政
ࡦ
、
自

動
ं
局
୲
当
）、
海
事
局
次

௕
、
内
閣
෎
総
合
海
洋
政
ࡦ

推
進
事
務
局
௕
を
歴
೚
。

ー
ビ
ス
୲
当
）、

国
土
交
௨
ল
大

臣
׭
๪
政
ࡦ
評
価
৹
議
׭

（
ซ
）
大
臣
׭
๪
ൿ
書
ࣨ
௕
、

海
上
อ
҆
庁
第
一
管
区
海
上

อ
҆
本
部
௕
、
同
庁
総
務
部

௕
を
歴
೚
。

ࠃ
౔
ަ
௨
ল（
７
月
31
日
）

中
国
ӡ
輸
局
௕（
海
ٕ
教

育
機
構
理
事
）
上
ా
大
ี
˜

物
流
・
自
動
ं
局
҆
શ
政
ࡦ

課
௕（
海
外
交
௨
・
都
ࢢ
開

発
事
業
支
ԉ
機
構
企
ը
総
務

部
企
ը
ά
ル
ー
プ
௕
）
ງ
洋

一
࿠
˜
大
臣
׭
๪
付（
మ
道

局
総
務
課
௕
）
ಸ
ྑ
和
美
˜

大
臣
׭
๪
ӡ
輸
҆
શ
؂
理
׭

（
海
上
อ
҆
庁
第
࢛
管
区
海

上
อ
҆
本
部
次
௕
）
຀
野
ॆ

ߒ
˜
物
流・自
動
ं
局
৹
査・

リ
コ
ー
ル
課
௕（
同
局
自
動

ं
੔
උ
課
௕
）
ଟ
ా
善
ོ
˜

同
局
自
動
ं
੔
උ
課
௕（
環

境
ল
水
・
大
気
環
境
局
モ
ビ

リ
ς
ィ
環
境
対
ࡦ
課
௕
）
平

澤
ਸ
༟

ಉ

（
８
月
７
日
）

国
土
交
௨
事
務
次
）׭
国

土
交
௨
৹
議
׭
）
塩
見
英
೭

˜
国
土
交
௨
৹
議
）׭
大
臣

׭
๪
௕
）
ࠇ
ా
ণ
義
˜
大
臣

׭
๪
௕（
物
流
・
自
動
ं
局

௕
）
石
原
大
˜
物
流
・
自
動

ं
局
௕（
内
閣
෎
総
合
海
洋

政
ࡦ
推
進
事
務
局
௕
）
स
本

ߒ
˜
国
土
交
௨
৹
議
）׭
総

合
政
ࡦ
局
௕
）
௽
ా
ߒ
ٱ
˜

総
合
政
ࡦ
局
௕（
不
動
࢈
・

建
設
経
ࡁ
局
௕
）
ೇ
ా
װ
人

北
海
道
ӡ
輸
局
௕（
海
上

อ
҆
庁
交
௨
部
௕
）
石
௩
ஐ

೭
˜
東
北
ӡ
輸
局
௕（
総
合

政
ࡦ
局
次
௕
）
三
宅
正
ण
˜

˜
大
臣
׭
๪
৹
議
ợ׭
物
流・

自
動
ं
局
୲
当
Ụ（
大
臣
׭
๪

付
）
ಸ
ྑ
和
美
˜
大
臣
׭
๪

総
ׅ
৹
議
）׭
ซ
）
大
臣
׭

๪
地
方
ࣨ
௕（
内
閣
׭
๪
内

閣
৹
議
׭
ợ
内
閣
׭
๪
෭
௕

׭
ิ
付
Ụ）
ח
原
ٓ
文
˜
関

東
ӡ
輸
局
௕（
海
上
อ
҆
庁

総
務
部
௕
）
澤
井
ढ़
˜
近
ـ

ӡ
輸
局
௕（
観
光
庁
観
光
地

域
ৼ
ڵ
部
௕
）
௕
㟒
හ
ࢤ
˜

都
ࢢ
局
௕（
国
土
政
ࡦ
局
௕
）

ࠤ
々
木
正
࢜
࿠
˜
国
土
政

ࡦ
局
௕（
大
臣
׭
๪
৹
議
׭

ợ
住
宅
局
୲
当
Ụ）
井
㟒
৴
໵

˜
北
陸
৴
ӽ
ӡ
輸
局
௕（
大

臣
׭
๪
৹
議
׭
ợ
国
土
政
ࡦ

局
、観
光
庁
୲
当
Ụ）ా
中
ݡ

二
˜
大
臣
׭
๪
総
ׅ
৹
議
׭

（
大
臣
׭
๪
৹
議
ợ׭
公
ڞ
交

௨
政
ࡦ
、
物
流
・
自
動
ं
局

୲
当
Ụ）
原
ా
म
ޗ
˜
大
臣

׭
๪
৹
議
׭
ợ
公
ڞ
交
௨
政

ࡦ
、物
流
・
自
動
ं
局
୲
当
Ụ

（
東
京
ߤ
空
局
௕
）
大
⁋
౷

˜
大
臣
׭
๪
৹
議
ợ׭
物
流・

自
動
ं
局
୲
当
Ụ（
ܯ
࡯
庁
ܯ

࡯
大
学
校
教
務
部
௕
）
半
ా

新
一
࿕

の
取
ѻ
分
は
年
１
・
０
％
、

第
２
回
の
取
ѻ
分
は
年
１
・

１
％
の
ར
子
ิ
څ
を
行
う

˜
༥
ࢿ
推
ન
期
）ݶ
શ
ト

協
必
ண
日
）
ử
第
１
回
は
９

月
30
日
、
第
２
回
は
10
月
30

日
詳
ࡉ
は
、
શ
ト
協
お
よ
び

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ࢀ
র（
東
ト
協

会
һ
の
問
い
合
わ
せ
ઌ
は
次

の
௨
り
）。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

協
ࡒ
務
部
交
付
金
会
計
̜

（
ὸ
03
・
３
３
５
９
・
４
１

３
６
）

Ԙࢯݟ

सຊࢯ

ᖒҪࢯ

中
ԝ
ۙ
୅
Խ
ج
ۚ

全
ト
協

த
খ
ड
ୗ
ࣄ
ۀ
ऀ
ͱ
ͷ
औ
Ҿ
ʹ
഑
ྀ
Λ
ٻ
Ί
Δ

「ܹਙ֐ࡂ༥ࢿ」ྩ࿨̔೥
ࠃຊ஍਒۽

౔
ަ
௨
ࣄ
຿
࣍
׭
に
Ԙ
ݟ
ࢯ

स
ຊ
ࢯ
が
෺
ྲྀ
・
ࣗ
ಈ
ं
ہ
௕ᖒ

Ҫ
ࢯ
が
ؔ
ӡ
ہ
௕

ɾެऔҕ࢈ܦɾަࠃ
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改
正
貨
物
自
動
ं
ӡ
送
事

業
法
は
、適
正
原
価
と
は「
法

令
に
ଇ
っ
て
適
正
に
事
業
ӡ

営
す
る
た
め
に
࠷
௿
ݶ
必
要

な
原
価
」で
あ
り
、「
ト
ラ
ッ

ク
ӡ
送
事
業
ऀ
は
、
ӡ
௞
お

よ
び
料
金
が
継
続
し
て
適
正

原
価
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

ن
定
し
て
い
る
。

こ
れ
に
ҧ
൓
し
た
場
合

（
適
正
原
価
を
下
回
る
水
४

で
収
受
せ
͟
る
を
ಘ
な
い
状

況
を
つ
く
り
出
し
た
場
合
）、

ՙ
主
は
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
̜

ϝ
ン
に
よ
る
ੋ
正
指
ಋ
を
受

け
、
ト
ラ
ッ
ク
ӡ
送
事
業
ऀ

は
適
正
化
機
関
に
よ
る
巡
回

指
ಋ
、
؂
査
に
よ
る
行
政
処

分
、
事
業
ߋ
新
制
施
行
後
は

ߋ
新
の
不
ڐ
可
処
分
を
受
け

る
。

る
」
と
の
ҙ
見
が
出
さ
れ
た

が
、
独
઎
禁
止
法
に
఍
触
す

る
ڪ
れ
も
あ
り
、
こ
れ
も
企

業
൑
அ
に
ҕ
Ͷ
ら
れ
る
。

さ
ま
͟
ま
な
課
題
が
あ
る

も
の
の
、
法
改
正
の
झ
ࢫ
は

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
ό
ー
の
社

会
的
地
Ґ
向
上
と
、
適
੾
な

௞
金
の
֬
อ
に
あ
る
。
຤
୺

の
実
ӡ
送
事
業
ऀ
を
ؚ
め
、

ド
ラ
イ
ό
ー
の
௞
金
に
൓
ө

さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
、
と
い
う
ࢹ
点
が
࠷

重
要
で
あ
り
、
そ
う
し
な
い

と
こ
の
業
界
に
ま
す
ま
す
人

ࡐ
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
も
う
１
つ
大
੾
な
こ

と
は
、
ՙ
主
が
納
ಘ
す
る
制

度
設
計
に
す
る
こ
と
に
あ

る
。
҆
い
ӡ
௞
で
は
、
誰
も

ӡ
ん
で
も
ら
え
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
を
؊
に
໏
じ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
。

（
ϥ
Π
λ
ー

ᖒ
ా
੣
）

ՙ
主
に
対
す
る
̜
ϝ
ン
に

よ
る
ੋ
正
指
ಋ
は
、
࠷
ऴ
的

に
は
ק
ࠂ
・
社
名
公
表
と

な
る
が
、
そ
こ
ま
で
い
く
の

に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
か

ら
、
本
当
に
ੋ
正
指
ಋ
だ
け

で
足
り
る
の
か
と
い
っ
た
課

題
が
残
る
。

適
正
原
価
を「
継
続
し
て

下
回
ら
な
い
」
こ
と
の
解
ऍ

に
つ
い
て
、
国
交
ল
は「
ݸ

ผ
ӡ
送
ܖ
約
で
下
回
っ
て
も

ҧ
法
と
は
な
ら
な
い
。
一
定

期
間
下
回
る
状
態
が
続
く
と

ҧ
法
」
と
し
て
お
り
、
一
定

期
間
が
ど
の
程
度
な
の
か
、

あ
る
い
は
ス
ポ
ッ
ト
ܖ
約
は

対
象
外
と
な
る
の
か
も
気
に

な
る
と
こ
ろ
。

適
正
原
価
の
う
ち
ӡ
௞
原

価
は
、
ݻ
定
අ
と
し
て
ݮ
価

ঈ
٫
අ
、
人
݅
අ
、
公
ે
公

අ
、オ
イ
ル
අ
、タ
イ
ヤ
අ
、

೘
ૉ
水
අ
、ं
ݕ
・
म
理
අ
、

間
઀
අ（
ݻ
定
අ
相
当
ֹ
）

で
構
成
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
輸
送
の
҆
શ

֬
อ
に
必
要
な
経
අ
に
つ
い

て
、
国
交
ল
は
೚
ҙ
อ
ݥ
、

ド
ラ
Ϩ
コ
・
デ
ジ
タ
コ
を
、

事
業
継
続
に
不
可
ܽ
な
౤
ࢿ

の
原
ࢿ
と
し
て
、人
ࡐ
֬
อ・

育
成
や
࿑
ಇ
環
境
改
善
、
Ｂ

Ｃ
（̥
事
業
継
続
計
ը
）へ

の
౤
ࢿ
を
ྫ
示
し
て
い
る
。

企
業
の
൑
அ
に
ҕ
Ͷ
ら
れ
る

部
分
が
か
な
り
出
て
く
る
も

の
と
み
ら
れ
、
今
後
の
議
࿦

で
ど
こ
ま
で
੔
理
で
き
る
の

か
も
注
目
さ
れ
る
。

೩
料
අ
が
変
動
し
た
場

合
、
現
行
の
標
४
的
ӡ
௞
は

೩
༉
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
設
定

し
て
い
る
が
、
中
小
企
業
庁

に
よ
る「
価
格
交
渉
促
進
月

間（
２
０
２
６
年
３
月
）フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
結
Ռ
」

を
み
て
も
、
ト
ラ
ッ
ク
ӡ
送

業
の
Τ
ω
ル
ギ
ー
අ
転
嫁
཰

は
3�
・
２
％
と
、
調
査
32
業

छ
中
௿
水
४
で
あ
り
、
適
正

原
価
の
設
定
に
よ
り
、
Ռ
た

し
て
୲
อ
さ
れ
る
の
か
未
知

数
の
部
分
が
ଟ
い
。

さ
ら
に
、「
物
流
ޮ
཰
化

に
よ
る
コ
ス
ト
࡟
ݮ
が
適
正

原
価
ࢉ
出
に
お
い
て
適
੾
に

評
価
さ
れ
る
࢓
組
み
と
す

る
」
こ
と
も
ڍ
͛
て
い
る
。

こ
う
な
る
と
、
物
流
ޮ
཰
化

に
取
り
組
ま
な
い
場
合
と
比

΂
て
、
適
正
原
価
が
௿
下
す

る
可
能
性
も
൱
定
で
き
な
い
。

ՙ
主
や
ݩ
請
け
か
ら
、
実

際
に
収
受
す
΂
き
ӡ
௞
・
料

金
は「
適
正
原
価
に
適
正
な

ར
५
を
上
৐
せ
し
た
水
४
」

と
な
る
。
༗
ࣝ
ऀ
ݕ
౼
会
で

は
、࿑
ಇ
組
合
ҕ
һ
か
ら「
ར

५
25
％
を
上
৐
せ
し
て
ಧ
け

出
を
一
੪
に
ス
タ
ー
ト
で
き

る
よ
う
取
り
組
Ή
必
要
が
あ

課
、
ՙ
໾
関
࿈
අ
、
आ
入
金

ར
ଉ
、
間
઀
අ
、
輸
送
の
҆

શ
֬
อ
に
必
要
な
経
අ
、
事

業
継
続
に
不
可
ܽ
な
౤
ࢿ
の

原
ࢿ
、
変
動
අ
と
し
て
೩
料

ద
ਖ਼
ݪ
Ձ
ઃ
ఆ
ͷ
ٞ
࿦
࢝
·
Δ

利潤を何％上乗せすべきか？
賃金への反映と荷主対策が重要

શ
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・

日
本
貨
物
ӡ
送
協
同
組
合
࿈

合
会
の
ٻ
ՙ
ٻ
ं
情
報
ω
ッ

ト
ϫ
ー
ク
̬
̴
̱
̠
Ｉ
̩
の

成
約
ӡ
௞
指
数
に
よ
る

と
、
令
和
８
年
７
月
の

指
数
は
１
３
７
で
、
前

月
よ
り
３
⻲
、
前
年
同

月
を
３
⻲
そ
れ
ぞ
れ
上
回
っ

た
。ՙ

物
情
報（
ٻ
ं
）
登
࿥

݅
数
は
12
万
６
１
１
７
݅

で
、
前
年
同
月
比
１
・
０
％

増
Ճ
。
成
約
཰
は
1�
・
7
％

で
同
０
・
６
⻲
ݮ
少
し
た
。

国
土
交
௨
ল
の

「
中
小
物
流
事
業
ऀ

の
࿑
ಇ
生
࢈
性
向
上

事
業
අ
ิ
ॿ
金（
ڞ

同
輸
配
送
や
ؼ
り
ՙ
֬
อ
౳

の
た
め
の
物
流
デ
ー
タ
࿈
ܞ

促
進
支
ԉ
事
業
）」
に
つ
い

て
、
ࣥ
行
団
体
の
物
流
デ
ー

タ
࿈
ܞ
促
進
支
ԉ
事
務
局

（
日
本
能
཰
協
会
コ
ン
サ
ル

ς
ィ
ン
ά
ʗ
Ｊ
̢
Ａ
Ｃ
）は

３
次
公
ื
を
開
࢝
し
て
い

る
。
ਃ
請
は
９
月
18
日
午
後

５
時
ま
で（
必
ண
）。

同
事
業
は
、「
物
流
情
報

標
४
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
活

用
し
、
ڞ
同
輸
配
送
や
ؼ
り

ՙ
の
֬
อ
、
อ
管
・
輸
送
経

路
の
࠷
適
化
な
ど
に
よ
る
物

流
ޮ
཰
化
を
支
ԉ
す
る
も

の
。
ෳ
数
の
ՙ
主
企
業
や
物

流
事
業
ऀ
、
物
流
ι
リ
ュ
ー

シ
ἀ
ン
提
ڙ
ऀ
な
ど
が
࿈
ܞ

し
て「
物
流
・
঎
流
情
報
の

オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
の
構
築
・
ӡ
営
を
行
う

事
業
を
対
象
と
し
て
い
る
。

物
流
デ
ー
タ
の
標
४
化
を
推

進
し
、
ੵ
ࡌ
཰
の
向
上
や
物

流
̙
̭
の
促
進
に
つ
な
͛
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

Ａ
̥
西
新
॓
Ａ
ル
ー
ム（
５

֊
）。
定
һ
は
30
人（
ઌ
ண

ॱ
ࢀ、（
Ճ
අ
は
無
料
。

ਃ
込
方
法
は
、
ઐ
用

「
ਃ
込
フ
ォ
ー
ム
」
よ

り
ਃ
し
込
Ή
か
、
Τ
コ

モ
ࡒ
団
に
ϝ
ー
ル
ま
た

は
̛
Ａ
̭
で
ਃ
し
込

Ή
。
ਃ
込
క
め
੾
り
は

９
月
25
日
。

詳
ࡉ
は
、
Τ
コ
モ
ࡒ

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝

̥
）（
ά
リ
ー
ン
経
営
ೝ
ূ
制

度
̝
̥
）を
ࢀ
র
。

関
東
ӡ
輸
局
は
10

月
２
日
、
自
動
ं
ӡ

送
事
業
（ऀ
ト

ラ
ッ
ク
・
ό
ス
・

タ
ク
シ
ー
）を
対
象
に
、

ೝ
ূ
機
関
の
交
௨
Τ
コ

ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
ς

ィ
ࡒ
団（
Τ
コ
モ
ࡒ
団
）

と
の
ڞ
催
に
よ
り
、
ά

リ
ー
ン
経
営
ೝ
ূ
取
ಘ

ߨ
習
会（
東
京
ʗ
一
般

ฤ
）を
開
催
す
る
。

時
間
は
午
後
１
時
30
分
Ỗ

３
時
30
分
。
会
場
は
新
॓
の

東
京
都

は
、「
東
京

都
ӡ
輸
事

業
ऀ
向
け

೩
料
අ
高
ಅ
ۓ
ٸ

対
ࡦ
事
業
」
の
支

ԉ
金
ਃ
請
受
付

を
、
ઐ
用
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
で
８
月

31
日
午
後
11
時
5�

分
ま
で
受
け
付
け

て
い
る
。
令
和
４

Ỗ
７
年
度
に
Ҿ
き

続
き
、
೩
料
価
格

の
高
ಅ
・
高
止
ま

り
の
影
響
を
大
き

く
受
け
て
い
る
中

小
貨
物
ӡ
送
事
業
ऀ
な
ど
を

支
ԉ
す
る
も
の
。

支
ԉ
金
は
、
都
内
ナ
ン
ό

ー
の
事
業
用
ं
（྆
྘
ナ
ン

ό
ー
・
ࠇ
ナ
ン
ό
ー
）を
対

象
に
、１
台
当
た
り
定
（ֹ
྘

ナ
ン
ό
ー
２
万
３
０
０
０

ԁ
、
ࠇ
ナ
ン
ό
ー
８
０
０
０

ԁ
）を
交
付
す
る
。

対
象
事
業
ऀ
の
要
݅
は
、

ᶃ
８
年
１
月
１
日
ま
で
に
一

般
貨
物
自
動
ं
ӡ
送
事
業
、

特
定
貨
物
自
動
ं
ӡ
送
事

業
、
ま
た
は
貨
物
軽
自
動
ं

ӡ
送
事
業
の
い
ず
れ
か
の
ڐ

可
を
受
け
て
い
る
こ
と
・
ಧ

出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
ᶄ

都
内
に
営
業
ڌ
点
を
༗
す

る
、
中
小
企
業
基
本
法
に
ن

定
す
る
中
小
貨
物
ӡ
送
事
業

ऀ
で
あ
る
こ
と
、
ᶅ
８
年
６

月
30
日
時
点
で
事
業
を
継
続

し
て
お
り
、
Ҿ
き
続
き
事
業

継
続
の
ҙ
向
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、ं
྆
要
݅
と
し
て
、

ᶃ
化
石
೩
料
を
使
用
し
て
自

ら
૸
行
す
る
自
動
（ं
二
ྠ

の
自
動
ं
を
আ
く
）で
あ
る

こ
と
、
ᶄ
８
年
１
月
１
日
ま

で
に
東
京
ӡ
輸
支
局
な
ど
で

ं
྆
の
登
࿥
・
ݕ
査
な
ど
を

受
け
、
自
動
ं
ݕ
査
ূ
の
༗

ޮ
期
間
ຬ
ྃ
日
が
同
日
以
降

で
あ
る
こ
と
、
ᶅ
対
象
事
業

ऀ
が
所
༗
ま
た
は
リ
ー
ス
し

て
い
る
自
動
ं
で
あ
る
こ
と
。

ਃ
請
は
、
ઐ
用
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ਃ
請
で
受
け
付
け
る
。
ਃ
請

書
類
や
ਃ
請
方
法
な
ど
の
詳

ࡉ
は
、「
令
和
８
年
度
東
京
都

ӡ
輸
事
業
ऀ
向
け
೩
料
අ
高

ま
た
、
事
業
の
成
Ռ
と
し

て
ੵ
ࡌ
཰
向
上
や
ト
ラ
ッ
ク

台
数
࡟
ݮ
、作
業
時
間
࡟
ݮ
、

Ｃ
̤
２
ഉ
出
ྔ
࡟
ݮ
な
ど
の

目
標（
̠
̥
Ｉ
）設
定
と
、そ

の
ޮ
Ռ
を
֬
ೝ
す
る
実
ূ
事

業
の
実
施
が
ٻ
め
ら
れ
る
。

採
୒
に
当
た
っ
て
は
、
物

流
情
報
標
४
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

へ
の
४
ڌ
状
況
や
中
小
物
流

事
業
ऀ
の
࿑
ಇ
生
࢈
性
向
上

へ
の
寄
与
、事
業
の
継
続
性
、

අ
用
対
ޮ
Ռ
な
ど
を
総
合
的

に
৹
査
す
る
。

ਃ
請
・
問
い
合
わ
せ
は
、

ి
子
ϝ
ー
ル
で
受
け
付
け

る
。
原
ଇ
、
༣
送
や
̛
Ａ
̭

に
よ
る
ਃ
請
は
受
け
付
け
な

い
。
ϝ
ー
ル
の
݅
名
に
は

「ừ
物
流
デ
ー
タ
࿈
ܞ
・
ਃ

請
Ử」
を
๯
頭
に
付
記
す
る

こ
と
。
ϝ
ー
ル
の
受
৴
༰
ྔ

は
30
̢
Ｂ
ま
で
で
、
受
৴
後

は
事
務
局
か
ら
翌
日
ま
で
に

ฦ
৴
が
あ
る
。

詳
ࡉ
は
、
同
事
業
特
設
̬

̴
̱
サ
イ
ト
を
ࢀ
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
物
流

デ
ー
タ
࿈
ܞ
促
進
支
ԉ
事
務

局（
日
本
能
཰
協
会
コ
ン
サ

ル
ς
ィ
ン
ά
）ϝ
ー
ル
⽅EB

UBSFO
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ಅ
ۓ
ٸ
対
ࡦ
事
業
支
ԉ
金
ਃ

請
受
付
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

ま
た
は
都
ࢢ
੔
උ
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ࢀ
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
京

都
ӡ
輸
事
業
ऀ
向
け
೩
料
අ

高
ಅ
ۓ
ٸ
対
ࡦ
事
業
支
ԉ
金

事
務
局（
ὸ
03
・
６
７
４
４
・

７
４
９
４
）、
受
付
時
間
⽅

平
日
午
前
９
時
Ỗ
午
後
６
時

ิ
ॿ
対

象
は
、
ՙ

主
企
業
２

社
以
上
を

必
ਢ
と
す
る
協
議
会
。
物
流

事
業
ऀ
や
物
流
シ
ス
ς
ム
事

業
ऀ
な
ど
も
ࢀ
ը
が
可
能
。

ิ
ॿ
཰
は
対
象
経
අ
の
２

分
の
１
以
内
で
、
１
協
議
会

当
た
り
の
ิ
ॿ
上
ݶ
ֹ
は
４

０
０
０
万
ԁ
。
事
業
実
施
期

間
は
交
付
決
定
日
か
ら
令
和

９
年
２
月
1�
日
ま
で
。

ิ
ॿ
対
象
経
අ
に
は
、
物

流
情
報
標
४
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
४
ڌ
し
た
シ
ス
ς
ム
の
ಋ

入
・
改
म
、
ク
ラ
΢
ド
サ
ー

ビ
ス
の
ར
用
料
の
ほ
か
、
ڞ

同
物
流
ӡ
௞
や
ڞ
同
૔
ݿ
ར

用
料
な
ど
ڞ
同
物
流
の
実
施

に
必
要
な
අ
用
が
ؚ
ま
れ
る
。

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

̓
݄
͸
̍
̏
̓
ʹ

લ
೥
ൺ
̏
⻲
૿
Ճ

શ τ ڠ
೔՟ڠ࿈

෺
ྲྀ
σ
ồ
λ
ඪ
४
Խ
ʹ
Α
Γ

ੵ
ࡌ
཰
޲
্
ɾ
̙
̭
ଅ
ਐ
΁

೩ྉඅߴಅٸۓରࢧۀࣄࡦԉۚ

෺
ྲྀ
σ
ー
λ
࿈
ܞ
ଅ
進
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ

ઐ
༻
ϙ
ồ
λ
ϧ
α
Π
τ
で

̔
月
�1
日
ま
で
ਃ
੥
ड
෇

グリーン経営認証
10月２日に講習会

ӡ༌ऀۀࣄ
޲ ͚

ڞ
ಉ
༌
഑
ૹ
΍
ؼ
Γ
ՙ
֬
อ
౳
ͷ
ͨ
Ί
ͷ

౦ژ౎

省ަࠃ

ؔӡہ
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ừ
๺
ࢧ
෦
Ử

◆
৴
ӽ
定
期
自
動
ं
ג
式

会
社
ử
北
区
浮
間
５
の
１
の

10
˜
ὸ
03
・
３
９
６
６
・
２

̏
೔

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二

法
特
ผ
ҕ
һ
会

̐
೔

۝
都
ݝ
ࢢ
合
同
๷
ࡂ

܇
練（
࡛
ۄ
ݝ
）
˜
ロ
ジ

ݚ
ݚ
म
ҕ
һ
会
正
෭
ҕ
һ

௕
会
議
˜
同
海
外
交
流
ҕ

һ
会
˜
同
正
෭
本
部
௕
会

議
・
װ
事
会
合
同
会
議
˜

同
表
জ
受
৆
ऀ
を
祝
う
会

ừ
̔
݄
̍
Ỗ
��
೔
Ử

ừ
̕
݄
̍
Ỗ
��
೔
Ử

̍
೔
 

۝
都
ݝ
ࢢ
合
同
๷

ࡂ
܇
練（
さ
い
た
ま
ࢢ
）

̎
೔
 

11
時
・
13
時
ử
ト

ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ
̩
̤
̠

̮
̤
２
０
２
６
໾
職
һ

આ
明
会（
東
ト
総
合
会
館
）

˝
1�
時
ử
同
支
部
આ
明
会

（
同
）
˝
15
時
ử
同
実
行

プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
ϫ
ー
Ω
ン

ά
ά
ル
ー
プ
会
議（
同
ʗ

̬
̴
̱
ซ
用
）

̏
೔
 

13
時
30
分
ử
ҿ
ञ

ӡ
転
ࠜ
ઈ
セ
ミ
ナ
ー（
東

ト
総
合
会
館
）

̐
೔
 

1�
時
ử
Ҿ
ӽ
ઐ
門

部
会
ݚ
म
会（
東
ト
総
合

会
館
）

̔
೔
 

９
時
30
分
ử
女
性

部
正
෭
本
部
௕
会
議（
東

ト
総
合
会
館
）
˝
10
時
15

分
ử
同
業
務
ҕ
һ
会（
同
）

（
納
涼
会
）

̑
೔

۝
都
ݝ
ࢢ
合
同
๷
ࡂ

܇
練（
ઍ
༿
ݝ
）
˜
ӡ
輸

҆
શ
ҕ
һ
会
˜
出
൛
・
印

࡮
・
製
本
・
取
次
ઐ
門
部

会
日
本
雑
ࢽ
協
会
と
の
࠙

਌
会

̓
೔

੫
制
金
༥
ҕ
һ
会
˜

食
ྐ
ઐ
門
部
会
米
ࠄ
ҕ
һ

会
øù
೔

食
ྐ
ઐ
門
部
会
࠭
౶

ҕ
һ
会

˝
10
時
15
分
ử
同
ݚ
म

ҕ
һ
会（
同
）
˝
10
時
15

分
ử
同
総
務
ҕ
һ
会（
同
）

˝
11
時
ử
同
װ
事
会（
同

ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）
˝
13
時

ử
同
交
௨
҆
શ
ݚ
म
会

（
東
ト
総
合
会
館
）
˝
1�

時
ử
ӡ
輸
҆
શ
ҕ
һ
会

（
同
ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

̕
೔
 

1�
時
ử
మ
߯
ઐ
門

部
会
໾
һ
会（
東
ト
総
合

会
館
ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

ø÷
೔
 

関
東
ト
ラ
ッ
ク
協

会
事
業
ऀ
大
会（
水
ށ
プ

ラ
ザ
ホ
ς
ル
）

øù
೔
​

ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス

タ
̩
̤
̠
̮
̤
２
０
２
６

（
代
々
木
公
園
）

øû
೔
 

15
時
ử
総
務
ҕ
һ

会（
東
ト
総
合
会
館
ʗ
̬

̴
̱
ซ
用
）

øü
೔
 

13
時
30
分
ử
経
営

教
育
ҕ
һ
会（
東
ト
総
合

会
館
ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）
˝

16
時
ử
正
෭
会
௕
会（
同
）

２
３
１
˜
一
般
貨
物
ӡ
送

（
普
௨
ं
７
台
）、ར
用
ӡ
送

ừ
ߐ
ށ
઒
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
式
会
社
フ
ィ
ニ
ッ
シ

ャ
ー
リ
ー
ス
ử
ߐ
ށ
઒
区
ࣰ

࡚
ொ
２
の
11
の
1�
の
３
０
３

˜
ὸ
０
４
３
・
２
５
１
・
６

３
１
３
˜
一
般
貨
物
ӡ
送

（
普
௨
ं
20
台
）

◆
ג
式
会
社
ツ
ό
サ
ト
ラ

ス
ト
ử
ߐ
ށ
઒
区
य़
ߐ
ொ
５

の
17
の
１
４
２
˜
ὸ
03
・
６

８
０
８
・
６
４
４
５
˜
一

般
貨
物
ӡ
送（
普
௨
ं
４
台
、

小
ܕ
ं
１
台
）

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

೩
ྉ
څ
༉
͸
౦
ژ
౎
಺
Ͱ

ܰ
༉
Ҿ
औ
੫
͸
஍
ํ
੫
Ͱ
͢

７
月
分

ˑελϯυ ฏۉ ��149�0ԁ
ˑϩʔϦʔ ฏۉ ��1����ԁ
ˑݩചりൃ行Χʔυ�� ฏ ۉ ��144�1ԁ
ˑσΟʔϥʔൃ行Χʔυ� ฏ ۉ ��1�9��ԁ

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
੫

制
金
༥
ҕ
һ
会（
ҕ
һ
௕
・

ླ
木
ོ
ࢤ
෭
会
௕
）は
８
月

に
、９
年
度
に
向
け
た
東
京

都
へ
の
特
ผ
要
望
Ҋ
な
ど
を

৹
議
・
ྃ
承
し
た
。

８
・
９
年
度
の
新
೚
・
再

೚
ҕ
һ
に
よ
る
ॳ
の
ҕ
һ
会

で
、
ҕ
һ
௕
に
は
ླ
木
෭
会

௕
が
Ҿ
き
続
き
ब
೚
。
෭
ҕ

һ
௕
に
は
ҕ
һ
௕
の
指
名
に

を
௨
じ
て
、
ࢹ

野
の
֦
大
と
マ

ω
ジ
ϝ
ン
ト
能

ྗ
・
プ
Ϩ
θ
ン

ς
ー
シ
ἀ
ン
能

ྗ
が
向
上
す

る
、
ᶅ
௕
期
ݚ

म
を
௨
じ
、
受
ߨ
生
同
࢜
の

ώ
ュ
ー
マ
ン
・
ω
ッ
ト
ϫ
ー

ク
が
構
築
で
き
、
こ
れ
ま
で

ഐ
出
し
た
７
０
０
人
以
上
の

物
流
経
営
࢜
と
の
ώ
ュ
ー
マ

ン
・
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
が
大
き

く
広
が
る
、
ᶆ
い
ち
ૣ
く
༗

ޮ
な
情
報
を
見
い
だ
し
て
、

ビ
ジ
ω
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

Ή
能
ྗ
が
高
ま
る
、
ᶇ
ઐ
門

ߨ
師
ਞ
に
よ
り
、
経
営
の
基

ૅ
か
ら
物
流
の
方
向
性
ま
で

幅
広
い
知
ࣝ
が
学
΂
る
Ổ
Ổ

な
ど
。

今
期
の
開
ߨ
式
は
11

月
４
日
に
行
わ
れ
る
。

ื
集
要
ྖ
は
次
の
௨
り
。

ở
ड
ߨ
ࢿ
֨
Ỡ東
ト
協
、お

よ
び
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

会
һ
事
業
ऀ
の
໾
һ
ま
た
は

社
һ
で
、
経
営
管
理
職
の
経

験
３
年
以
上
、
も
し
く
は
こ

れ
に
४
ず
る
ऀ
。こ
の
ほ
か
、

会
௕
が
特
に
ೝ
め
た
ऀ

ở
ื
ू
ఆ
һ
Ỡ30
人

ở
ݚ
म
ظ
ؒ
Ỡ
約
９
か
月

（
11
月
４
日
Ỗ
令
和
９
年
７

月
21
日
）。
त
業
時
間
は
総

計
１
０
６
時
間

ở
ड
ߨ
೔
ɾ
࣌
ؒ
Ỡ一
般
ߨ

義（
東
ト
総
合
会
館
）
ʗ
原

ଇ
と
し
て
、
毎
水
曜
日
午
後

１
時
30
分
Ỗ
５
時
�5
分（
変

ߋ
の
場
合
あ
り
）。

こ
の
ほ
か
、॓
ധ
ݚ
म（
１

ധ
２
日
）２
回（
11
月
と
来
年

６
月
予
定
）

ở
ड
ߨ
ྉ
Ỡ
東
ト
協
・
関

ト
協
会
һ
の
໾
һ
お
よ
び
そ

の
社
һ
ử
35
万
ԁ
˜
そ
の
他

の
ऀ
ử
�0
万
ԁ（
い
ず
れ
も

੫
込
み
）

ở
ਃ
͠
ࠐ
Έ
ํ
๏
Ỡ東
ト
協

業
務
部
教
育
ݚ
म
・
輸
送
̜

へ（
関
東
各
ݝ
ト
協
会
һ
は

所
属
協
会
を
௨
じ
て
）
ਃ
込

書
を
̛
Ａ
̭
送
৴
す
る

˜
ਃ
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
ઌ
ử
東
ト
協
業
務
部
教
育

ݚ
म
・
輸
送
（̜
˟
１
６
０

㿌
０
０
０
４

新
॓
区
࢛
谷

３
の
１
の
８
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
総
合
会
館
、
ὸ
03
・
３
３

５
９
・
４
１
３
７
、
̛
Ａ
̭

03
・
３
３
５
９
・
６
０
２
０
）

શ
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
８
月
17
日
、

「
ド
ラ
イ
ό
ー
の
た

め
の
こ
こ
ろ
の
݈
߁

ア
ド
ό
イ
ス
」
と
し

て
、
ϝ
ン
タ
ル
ϔ
ル

ス
な
ど
を
ς
ー
マ
と

し
た
動
ը
の
公
開
を

開
࢝
し
た
。
第
１

回
は「
ス
ト
Ϩ
ス
と

は
ʁ
Ổ
あ
な
た
の
৺

と
体
を
क
る
た
め

に
、
ま
ず
知
ろ
う
Ổ
」
と
題

し
、動
ը
を
公
開
し
て
い
る
。

動
ը
は
શ
３
回
で
、
ॱ
次
公

開
し
て
い
く
予
定
。
今
回
の

動
ը
で
は
、
ٳ
職
の
原
Ҽ
と

な
る
ϝ
ン
タ
ル
ϔ
ル
ス
の
不

調
や
、
৺
と
਎
体
の
不
調
に

つ
な
が
る
ス
ト
Ϩ
ス
に
つ
い

て
解
આ
し
て
い
る
。

શ
ト
協
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
ό
ー
の
݈
߁
増
進
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

動
ը
に
よ
る
ド
ラ
イ
ό
ー
教

育
な
ど
、
実
ޮ
性
の
あ
る
対

ࡦ
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
、令
和
６
年
度
に
は「
ド

東
ト
協
は
10
月
1�
日
Ỗ
23

日
の
５
日
間
、
令
和
８
年
度

「
ӡ
送
業
の
Ｉ
̩
ス
Ω
ル
ア

ッ
プ
を
目
指
す
パ
ι
コ
ン
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る
。
̬

̾
́
̳
や
̚
͇
̲
̴
̻
に
Ճ

え
、
Ｃ
̷
̰
̓
̜
̥
̩
の
業

務
活
用
に
つ
い
て
、
ॳ
ڃ
か

ら
中
ڃ
ま
で
自
਎
の

Ϩ
ϕ
ル
に
応
じ
た
コ

ー
ス
で
学
Ϳ
こ
と
が

で
き
る
。
日
程
と
ݚ

म
内
༰
な
ど
は
、
次

の
௨
り
。

˜
10
月
1�
日
ʗ
10

時
ử
̚
͇
̲
̴
̻
ᶃ

（
ॳ
中
ڃ
）、
13
時
ử

̚
͇
̲
̴
̻
ᶄ（
ॳ

中
ڃ
）、15
時
ử
Ｃ
̷

̰
̓
̜
̥
̩
ᶃ（
ॳ

ڃ
）˜

10
月

20
日
ʗ

10
時
ử
̚
͇
̲
̴
̻
ᶅ（
中

ڃ
）、
13
時
ử
̚
͇
̲
̴
̻

ᶆ（
中
ڃ
）、15
時
ử
Ｃ
̷
̰

̓
̜
̥
̩
ᶄ（
ॳ
中
ڃ
）

˜
10
月
21
日
ʗ
10
時
ử

̬
̾
́
（̳
ॳ
中
ڃ
）、13
時

ử
Ｃ
̷
̰
̓
̜
̥
̩
ᶅ（
中

ڃ
）、
15
時
ử
Ｃ
̷
̰
̓
̜

̥
̩
ᶆ（
中
ڃ
）

˜
10
月
22
日
ʗ
10
時
ử

̚
͇
̲
̴
̻
ᶄ（
ॳ
中
ڃ
）、

13
時
ử
̚
͇
̲
̴
̻
ᶅ（
中

ڃ
）、
15
時
ử
̚
͇
̲
̴
̻

ᶆ（
中
ڃ
）

˜
10
月
23
日
ʗ
10
時
ử

Ｃ
̷
̰
̓
̜
̥
̩
ᶄ（
ॳ
中

ڃ
）、
13
時
ử
Ｃ
̷
̰
̓
̜

̥
̩
ᶅ（
中
ڃ
）、15
時
ử
Ｃ

̷
̰
̓
̜
̥
̩
ᶆ（
中
ڃ
）

１
Ϩ
ッ
ス
ン
は
約
２
時
間

で
、
ر
望
す
る
１
Ϩ
ッ
ス
ン

の
み
の
受
ߨ
も
可
能
。
受
ߨ

対
象
は
、
会
һ
事
業
ऀ
の
経

営
ऀ
、
管
理
ऀ
、
社
һ
。
会

場
は
、
東
ト
総
合
会
館
６
֊

ݚ
म
ࣨ
。

定
һ
は
、
各
Ϩ
ッ
ス
ン
20

人（
ઌ
ண
ॱ
・
１
社
１
人
を

༏
ઌ
）。
受
ߨ
料
は
３
０
０

０
ԁ（
ς
Ω
ス
ト
代
を
ؚ
Ή
。

１
Ϩ
ッ
ス
ン
の
み
の
受
ߨ
も

同
ֹ
。
受
ߨ
決
定
後
、
指
定

日
ま
で
に
ৼ
り
込
Ή
。
ܽ
੮

し
た
場
合
で
も
ฦ
金
し
な

い
）。受ߨ

ਃ
し
込
み
は
、９
月

18
日
ま
で（
各
Ϩ
ッ
ス
ン
の

定
һ
に
な
り
次
第
、
受
付
ऴ

ྃ
）。
ਃ
し
込
み
は
、
東
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
̝
̥
）

の
ਃ
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
ਃ
し

込
Ή
。

詳
ࡉ
は
、
東
ト
協
̝
̥
を

と
め
は
、
ҕ
һ
௕
に
一
೚
す

る
こ
と
を
ྃ
承
し
た
。

今
後
は
、９
月
３
日
に
都

議
会
へ
の
要
望
、
10
月
上
०

Ỗ
下
०
に
国
家
予
ࢉ
・
੫
制

改
正
౳
要
望
ௌ
取
会（
自
༝

民
主
ౘ
東
京
都
支
部
࿈
合
会

よ
り
、小
ྛ
ल
男（
ߓ
支
部
）・

؛
ᚸ
介（
大
ా
支
部
）の
྆

ࢯ
が
ब
೚
し
た
。

๯
頭
、ླ
木
ҕ
һ
௕
は「
ҕ

һ
会
は
、
業
界
や
各
社
、
各

支
部
が
๊
え
る
課
題
を
ٵ

い
上
͛
、
要
望
書
に
൓
ө
す

る
重
要
な
໾
ׂ
を
୲
っ
て
い

る
」
と
ड़
΂
た
。
ま
た
、
４

月
に
軽
༉
Ҿ
取
੫
の
࢑
定
੫

཰
ഇ
止
が
実
現
し
た
一
方
、

ӡ
輸
事
業
ৼ
ڵ
ॿ
成
交
付
金

は
現
行
制
度
が
５
年
間
ҡ
࣋

さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
後
の

見
௨
し
は
立
っ
て
い
な
い
と

指
ఠ
。「
要
望
事
߲
が
実
を

結
び
、
協
会
が
必
要
と
さ
れ

る
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
が
、

交
付
金
の
ҡ
࣋
に
も
つ
な
が

る
。
来
年
度
の
要
望
で
は
、

ै
来
の
流
れ
を
踏
ま
え
、
新

た
な
考
え
方
や
ҙ
見
を
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び

か
け
た
。

議
事
で
は
、９
年
度
の
都

知
事
・
政
ౘ
に
対
す
る
要
望

߲
目（
Ҋ
）に
つ
い
て
৹
議
。

要
望
߲
目
は
、
ᶃ
ト
ラ
ッ
ク

ӡ
送
事
業
の
経
営
基
൫
֬
立

対
ࡦ
、
ᶄ
࿑
ಇ
生
࢈
性
の
向

上
や
࿑
ಇ
環
境
改
善
に
向
け

た
支
ԉ
、
ᶅ
ଟ
様
な
人
ࡐ
が

ब
࿑
で
き
る
よ
う
な
࿑
ಇ
ྗ

対
ࡦ
、
ᶆ
ं
ݿ
の
֬
อ
・
ҡ

࣋
へ
の
支
ԉ
、
ᶇ
高
଎
道
路

の
料
金
対
ࡦ
、
ᶈ
೩
料
価
格

高
ಅ
へ
の
支
ԉ
、
ᶉ
交
௨
҆

શ
対
ࡦ
へ
の
支
ԉ
、
ᶊ
環
境

に
関
す
る
取
り
組
み
へ
の
支

ԉ
、
ᶋ
道
路
੔
උ
の
促
進
、

ᶌ
駐
ं
ن
制
の
؇
和
Ổ
Ổ
の

10
߲
目
。こ
れ
ら
を
要
望
し
、

実
現
を
目
指
す
方
針
だ
。

ᶅ
ଟ
様
な
人
ࡐ
が
ब
࿑
で

７
日
、
東
ト

総
合
会
館
で

令
和
８
年
度

第
１
回
ҕ
һ

会（
̬
̴
̱

ซ
用
）を
開

催
し
、
８
・

９
年
度
ҕ
һ

の
ҕ
৤
や
෭

ҕ
һ
௕
の
指

名
・
બ
೚
を

行
う
と
と
も

બ
出
国
会
議
һ
）、
11
月
下

०
Ỗ
12
月
上
०
に
東
京
都
知

事
ώ
ア
リ
ン
ά
を
行
う
予

定
。
ま
た
、
શ
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
９
年
度「
ト
ラ
ッ

ク
関
܎
施
ࡦ
に
関
す
る
要
望

書
」に
つ
い
て
આ
明
し
た
。

東
ト
協
は
、

第
27
期
物
流
経

営
࢜
課
程
の
受

ߨ
生
を
ื
集
す

る
。
ਃ
し
込
み

期
間
は
９
月
１

日
か
ら
10
月
1�

日
ま
で（
ຊ
߸

ʹ
ื
ू
ν
ϥ
γ

Λ
ಉ
෧
）。

同
課
程
は
、

物
流
業
界
の
次
代
を
୲
う
人

ࡐ
育
成
を
目
的
と
し
た
ߨ
࠲

で
、
経
営
װ
部
に
必
要
な
企

業
経
営
に
関
す
る
ઐ
門
知

・ٕࣝ
術
を
習
ಘ
す
る
も
の
。

受
ߨ
の
ϝ
リ
ッ
ト
は
、
ᶃ

म
ྃ
後
の
ࢼ
験
合
格
で
શ
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会「
物
流
経

営
࢜
」
に
ೝ
定
、
ᶄ
受
ߨ
生

同
࢜
の
ά
ル
ー
プ
౼
議
な
ど

ラ
イ
ό
ー
の
食
生
活
と
݈
߁

管
理
」
の
ܒ
発
動
ը
６
本
、

７
年
度
に
は「
ド
ラ
イ
ό
ー

の
ԡ
さ
え
て
お
き
た
い
ϔ
ル

ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
」と
し
て
、

ӡ
動
や
ਭ
຾
な
ど
を
ς
ー
マ

と
し
た
動
ը
８
本
を
制
作
・

公
開
し
た
。

今
回
の
動
ը
に
つ
い
て

も
、
ド
ラ
イ
ό
ー
が
自
分
の

都
合
に
あ
わ
せ
て
ࢹ
ௌ
で
き

る
ほ
か
、
事
業
ऀ
の
教
育
用

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
。

詳
ࡉ
は
、
શ
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ࢀ
র
。

ࢀ
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

協
業
務
部
教
育
ݚ
म
・
輸
送

（̜
ὸ
03
・
３
３
５
９
・
４

１
３
７
）

き
る
よ
う
な
࿑
ಇ
ྗ
対
ࡦ
で

は
、
こ
れ
ま
で「
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
ό
ー
人
ࡐ
֬
อ
へ
の

対
応
」
の
１
߲
目
と
し
て
い

た
が
、
今
回
、
独
立
し
た
要

望
߲
目
に
格
上
͛
し
、
女
性

が
ಇ
き
や
す
い
環
境
の
੔
උ

に
Ճ
え
、
外
国
人
ド
ラ
イ
ό

ー
の
採
用
と
҆
શ
教
育
、
日

本
語
教
育
な
ど
へ
の
支
ԉ
を

ٻ
め
る
。

৹
議
で
は
、
ҕ
һ
か
ら
ं

ݿ
の
֬
อ・ҡ
࣋
へ
の
支
ԉ
、

高
଎
道
路
の
料
金
対
ࡦ
を
重

要
ࢹ
す
る
ҙ
見
が
出
さ
れ

た
。
都
内
の
ト
ラ
ッ
ク
ӡ
送

事
業
ऀ
の
実
態
を
踏
ま
え
、

ं
ݿ
の
ҡ
࣋
・
管
理
へ
の
支

ԉ
制
度
の
૑
設
や
、
ट
都
高

଎
道
路
の
௨
行
料
金
対
ࡦ
を

都
や
都
議
会
に
ٻ
め
る
必
要

性
を
֬
ೝ
。
こ
れ
ら
の
要
望

事
߲
に
つ
い
て
、
要
望
書
の

文
面
な
ど
の
調
੔
・
取
り
ま

ླ໦ҕһ௕

東京౎΁ͷཁ๬ҊΛ৹ٞ

͜
͜
Ζ
ͷ
݈
߁
Ξ
υ
ό
Π
ε
ಈ
ը

多
様
な
人
材
の
就
労
へ

労
働
力
対
策
求
め
る

౦τڠ 税制金融委員会

౦τڠ
ୈظ�� ෺ྲྀܦӦ࢜՝ఔ

申し込み期間
10月19日まで

ड
ߨ
ੜ
Λ
ื
ू
΁

̞̩ εΩϧΞοϓΛ໨͢ࢦ

શτڠ ドライバーの健康増進へ

౦
ト
協

ύ
ι
ί
ϯ
η
ϛ
φ
ồ
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三
つ
星

★
★
★

ア
イ
Τ
ム
Τ
Ω
ス
プ
Ϩ
ス
˜

ア
サ
ώ
Τ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ζ

˜
ア
ル
プ
ス
ӡ
送
˜
イ
ϊ
΢

ӡ
輸
˜
伊
原
ӡ
送
˜
΢
Τ
ル

ス
ト
ン
Τ
Ω
ス
プ
Ϩ
ス
˜
Τ

ス
Τ
イ
ロ
ジ
ς
ム
˜
̨
Ｂ
フ

Ϩ
ー
ム
ϫ
ー
ク
ス
˜
大
௩
ӡ

送
˜
ԭ
૔
ӡ
送（
˕
10
）
˜

Ԟ
ӡ
送
˜
Ճ
լ
ӡ
送
˜
金
子

ӡ
送
˜
関
東
ٸ
行
ӡ
輸
˜
協

同
企
ը
˜
ۅ
生
ӡ
輸
˜
金
߶

ӡ
輸
˜
サ
ク
ラ
ӡ
送
˜
ࠤ
౻

঎
ӡ
˜
三
ᒇ
঎
။
˜
ࣣ
෱
ӡ

送
˜
ౡ
ଜ
ӡ
輸
૔
ݿ
˜
シ
ン

コ
ー
˜
新
౻
ロ
ジ
ス
ς
ィ
ク

ス
˜
ਡ
訪
ӡ
輸
˜
成
光
ӡ
輸

˜
セ
イ
シ
ἀ
΢
˜
੨
和
ӡ
輸

˜
タ
イ
ト
ー
物
流
サ
ー
ビ
ス

˜
ઍ
ࡀ
ӡ
輸
˜
東
京
঎
ӡ
˜

ト
ー
Ϥ
ー
Τ
Ω
ス
プ
Ϩ
ス
˜

ト
ラ
ス
ト
・
΢
ィ
ン
˜
ナ
ガ

オ
˜
中
ࠜ
ӡ
送
˜
成
ా
ࠝ
แ

˜
西
ொ
ӡ
送
˜
౻
ؠ
ӡ
輸
˜

౻
૔
ӡ
輸
˜
෋
࢜
ٶ
ӡ
輸
˜

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
Τ
Ω
ス
プ
Ϩ

ス（
˕
10
）
˜
ງ
井
ӡ
送
˜

দ
原
ӡ
送
˜
ؙ
一
物
流
˜
̢

Ａ
Ｒ
̪
̠
Ｉ
˜
ؙ
昭
ӡ
輸
˜

ؙ
正
ӡ
輸
˜
ؙ
和
ӡ
送
˜
ミ

タ
カ
・
リ
ϊ
ϕ
イ
ト
˜
օ
木

ӡ
輸
૔
ݿ
˜
෢
ଂ
関
ӡ
輸
˜

ԣ
઒
貨
物
˜
ԣ
ٸ
˜
吉
ా
ӡ

輸
˜
ඛ
東
ӡ
輸
૔
ݿ
˜
౉
ᬑ

૔
ݿ
ӡ
送（
̬
ロ
ジ
ス
ς
ィ

ク
ス
）

二
つ
星

★
★

相
઒
ӡ
送
˜
੨
༿
˜
੨
༄
ӡ

送
˜
඀
ా
ӡ
輸
˜
ઙ
井
˜
ア

シ
ス
ト
ラ
イ
ン
˜
ア
ド
ό
ン

ス
ෙ
ཀ（
５
）
˜
あ
や
め
ӡ

輸
˜
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
コ
ー

ポ
Ϩ
ー
シ
ἀ
ン
˜
༗
澤
ӡ
送

˜
Ҵ
֞
ӡ
輸
˜
井
門
サ
ー
ビ

ス
˜
入
ધ
物
流
シ
ス
ς
ム
˜

൬
（ࠜ
10
）
˜
上
野
ӡ
輸
˜

ക
ా
ӡ
輸
˜
ӫ
光
˜
̨
̮
˜

̣
̩
̨
ロ
ジ
˜
Τ
フ
Τ
ス
ロ

ジ
ス
ς
ィ
ッ
ク
ス
˜
Τ
ム
・

Τ
ス・カ
ン
パ
ニ
ー
˜
Τ
ム・

Τ
ス
サ
ー
ビ
ス
˜
大
᤽
˜
大

ౡ
ӡ
輸（
˕
10
）
˜
オ
ー
タ

カ
˜
大
谷
ਗ਼
ӡ（
５
）
˜
大

௩
組
˜
ඌ
㟒
ࠝ
แ
˜
カ
ー
Ϩ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
˜
ᷤ
西
物
流

˜
カ
タ
オ
カ
ロ
ジ
ッ
ク
ス
˜

ᷤ
飾
物
流
˜
金
子
ӡ
輸
˜
金

৓
ӡ
輸
˜
ُ
ށ
ӡ
送
˜
઒
口

঎
事
˜
関
東
঎
事
˜
北
ଟ
ຎ

ӡ
送
˜
ڞ
立
マ
イ
ラ
˜
協
和

コ
ー
ポ
Ϩ
ー
シ
ἀ
ン（
˕
５
）

˜
金
方
堂
ӡ
輸
˜
ケ
イ
・
Τ

ス
・
ラ
イ
ン
˜
ケ
イ
・
Τ
ム

˜
京
Ԧ
ӡ
輸
˜
京
༿
੨
和
˜

ケ
ー
ζ
ラ
イ
ン
˜
ߐ
঎
ӡ
輸

˜
ڵ
ਅ
ӡ
送
˜
߃
生
ӡ
輸
˜

ߊ
和
˜
国
分
˜
コ
μ
ӡ
輸
˜

ण
ӡ
送
˜
ࠤ
౻
ӡ
送
˜
サ
ン

΢
Τ
イ
˜
三
ٸ
ӡ
輸
˜
三
協

ӡ
輸
˜
三
光
ӡ
送
˜
三
ߓ
ӡ

輸
˜
三
進
˜
ジ
ー
Τ
ス
ケ
イ

˜
ࣰ
㟒
ӡ
送
ళ
˜
ࣲ
ຢ
ӡ
輸

˜
ࢤ
ଜ
ӡ
送（
５
）
˜
上
昇

ӡ
輸
˜
昭
和
ࠝ
แ
ӡ
送
˜
新

聞
輸
送
˜
ླ
木
ӡ
送
˜
ス
ϐ

ン
˜
関
口
ӡ
輸
˜
ઍ
石
ӡ
送

˜
大
ণ
ӡ
輸
˜
μ
イ
ト
˜
ా

口
ӡ
送
˜
஛
内
ӡ
輸
޻
業
˜

ా
中
陸
ӡ
˜
ଟ
ຎ
ӡ
送
˜
ଟ

ຎ
ܙ
ӡ
輸
˜
ా
ؙ
ӡ
輸
˜
ઍ

代
ా
ӡ
輸
˜
ஜ
೾
ӡ
輸
建
設

（
10
）
˜
東
ѥ
物
流
˜
東
ӫ

ӡ
送
˜
東
京
ߓ
ӡ
送
˜
東
京

サ
ー
ビ
ス
˜
東
京
Ϣ
ニ
オ
ン

物
流（
10
）
˜
東
京
ロ
ジ
ス

ς
ッ
ク
小
ྛ
ಙ
ࢢ
ӡ
送
˜
東

ণ
ӡ
輸（
10
）
˜
東
配
˜
東

෢
高
活
ӡ
輸
˜
東
๜
ӡ
輸
˜

東
洋
ӡ
輸
˜
日
京
ӡ
輸
˜
ニ

ッ
コ
ー（
10
）
˜
日
৳
ӡ
輸

˜
日
本
ӡ
輸
˜
沼
ඌ
ڵ
業
˜

野
ล
ӡ
輸
˜
ദ
ӫ
࢈
業（
10
）

˜
八
大
˜
Ֆ
ാ
ӡ
送
˜
ྛ
ӡ

輸
˜
光
ӡ
送
˜
඙
新
˜
ώ
サ

ゴ
サ
ー
ビ
ス
˜
日
の
ؙ
঎

ӡ（
５
）
˜
෋
࢜
ڵ
業
˜
フ

ジ
サ
ー
ビ
ス
˜
;
そ
う
ӡ
ൖ

社（
５
）
˜
෎
中
自
動
ं
˜

プ
ラ
イ
ム
物
流
˜
ݹ
઒
঎
事

ӡ
輸
˜
Ⴕ
天
お
が
わ
ӡ
輸
˜

๕
和
輸
送
˜
๽
東
企
業
ӡ
輸

˜
দ
下
ӡ
送
˜
দ
༤
ӡ
送
˜

ᚸ
見
ӡ
送
˜
ؙ
伊
ӡ
輸（
５
）

˜
ؙ
ӫ
ӡ
送
˜
ؙ
Ճ
ӡ
送
ళ

˜
ؙ
৴
ӡ
輸
˜
ؙ
෱
ӡ
輸
˜

マ
ル
ホ
ӡ
輸
˜
三
ୋ
ӡ
送

（
˕
５
）
˜
三
੕
・
ӡ
送
˜

三
ଜ
ӡ
送
˜
都
流
௨
঎
会
˜

【
10
年
連
続
評
価
】

最
優
秀
（
˕
10
）

優

秀
（
10
）

【
５
年
連
続
評
価
】

最
優
秀
（
˕
５
）

優

秀
（
５
）

ٶ
本
ӡ
送
˜
෢
ଂ
野
ӡ
送
˜

ଜ
山
ӡ
輸
˜
明
和
ӡ
輸
˜
ϝ

ッ
ド
ト
ラ
ス
ト
東
京
˜
本
ౡ

ӡ
送
˜
৿
ా
࢈
業
ӡ
輸（
˕

10
）̃
ヤ
カ
タ
ڵ
ӡ（
５
）̃

༄
୔
ӡ
輸
˜
八
෢
࡚
ӡ
送
˜

山
෢
ӡ
輸
˜
ヤ
マ
タ
ω
ロ
ジ

ス
ς
ィ
ク
ス
˜
結
৓
ӡ
輸
૔

ݿ
˜
用
լ
ӡ
送
˜
྇
Ӣ
物
流

˜
ロ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー（
10
）

˜
ϫ
ー
ク
オ
ン
ク
リ
Τ
イ
ト

一
つ
星

★

ᕆ
見
ӡ
輸
૔
ݿ
˜
ア
ペ
ニ

ン
コ
ー
ポ
Ϩ
ー
シ
ἀ
ン（
10
）

˜
天
野
ӡ
送
˜
ߥ
木
ӡ
送

（
10
）
˜
井
荻
ӡ
送
˜
石
山

ӡ
送
˜
石
和（
10
）
˜
΢
イ

ン
ロ
ー
μ
ー
˜
海
野
ӡ
送
˜

ӫ
ߊ
࢈
業
˜
Τ
ス
ケ
イ
ӡ
輸

˜
Τ
ム
ς
ィ
ラ
イ
ン
˜
大
૔

企
業（
10
）
˜
大
澤
組
˜
大

༑
ӡ
輸
˜
大
৿
ӡ
送
˜
小
઒

޻
営
˜
Ԟ
住
ӡ
輸
˜
小
作
物

࢈
˜
開
੕
ӡ
輸
˜
金
原
ӡ
送

ళ
˜
؛
澤
ӡ
輸
˜
Ω
ャ
ス
コ

ジ
ャ
パ
ン（
10
）
˜
Ω
ャ
リ

ー
ア
ー
ト
˜
協
同
ӡ
輸
˜
ڞ

立
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
˜
ਗ਼
野

ӡ
送
˜
ギ
ン
ς
ッ
ク
˜
京
඿

ӡ
送
˜
京
北
૔
ݿ
˜
݈
和
流

௨
˜
小
ؠ
相
ޓ
ӡ
輸
˜
޾
℄

ӡ
輸
˜
ڵ
೶
˜
小
ౡ
ӡ
送
˜

コ
ス
モ
ศ
˜
小
関
঎
事
˜
こ

ん
わ
ӡ
輸
˜
ᓎ
঎
事
˜
三
ت

ӡ
輸
˜
サ
ン
ケ
イ
৓
北
広
ࠂ

社
˜
三
進
ӡ
輸
˜
三
和
ӡ
輸

˜
ジ
ỻ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
物

流
˜
シ
ス
ς
ム
ラ
イ
ン
˜
ジ

ャ
パ
ン
Τ
ナ
ジ
ッ
ク
˜
自
༝

ἃ
ٰ
ӡ
送
˜
ণ
登
物
流
˜
新

光
ӡ
送
˜
新
ڵ
ӡ
輸
˜
新
॓

ӡ
輸
঎
事
˜
新
ण
堂
ӡ
輸
˜

ླ
木
঎
ళ
˜
ླ
直
ӡ
送
˜
ླ

直
ӡ
輸
˜
࠭
ொ
ӡ
輸
˜
第
一

Ω
ャ
リ
ー
˜
大
作
輸
送
˜
大

୓
˜
大
ಙ
ӡ
輸
˜
高
ඌ
貨
物

東
ト
協
は
８
月
６
日
、
新

॓
区
の
શ
日
本
ト
ラ
ッ
ク
総

合
会
館・શ
ト
協
ホ
ー
ル
で
、

令
和
８
年
度「
東
京
都
貨
物

輸
送
評
価
制
度
」
セ
Ϩ
モ
ニ

ー
を
開
催
し
た
。ά
リ
ー
ン・

Τ
コ
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト（
̜
̚

̥
）
ࢀ
Ճ
事
業
ऀ
を
対
象
に

実
施
し
た
も
の
。

今
年
度
の
評
価
事
業
ऀ
は

Ͷ
て
い
る
環
境
へ
の
取
り
組

み
を
、
こ
う
し
た
形
で
評
価

し
て
い
た
だ
け
る
大
変
ҙ
義

深
い
制
度
」と
し
、「
都
の
環

境
施
ࡦ
と
と
も
に
、
当
協
会

の
環
境
対
ࡦ
で
あ
る
̜
̚
̥

事
業
を
௨
じ
、
本
制
度
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
、
環
境
に

配
ྀ
し
た
࣋
続
可
能
な
物
流

の
実
現
に
向
け
、
཰
ઌ
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

ྗ
強
い
ϝ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

た
。ま

た
、
都
環
境
局
の
྘
઒

෢
ത
次
௕
が
来
ෂ
と
し
て
あ

い
さ
つ
。
本
制
度
が
૑
設

か
ら
1�
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
の
Τ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
ફ

や
೩
අ
デ
ー
タ
の
管
理
を
は

じ
め
、
事
業
ऀ
の
環
境
ෛ
ՙ

௿
ݮ
へ
の
継
続
的
な
取
り
組

み
に
感
謝
を
示
し
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
の
成
Ռ
も

あ
り
、
都
の
ӡ
輸
部
門
の
Ｃ

̤
２
ഉ
出
ྔ
は
ݮ
少
܏
向
に

あ
る
と
し
、「
２
０
３
０
年

カ
ー
Ϙ
ン
ハ
ー
フ
」「
２
０
５

０
年
θ
ロ
Τ
ミ
ッ
シ
ἀ
ン
東

京
」
の
実
現
に
向
け
、
Ҿ
き

続
き
業
界
と
࿈
ܞ
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
を
示
し
た
。

続
い
て
、
同
局
の
୮
野
ل

子
環
境
改
善
ٕ
術
୲
当
部
௕

が
、
本
制
度
の
目
的
や
ޮ
Ռ

に
つ
い
て
આ
明
し
た
。

こ
の
後
、
評
価
取
ಘ
事
業

ऀ
お
よ
び
10
年
࿈
続
評
価
取

ಘ
事
業
ऀ
を
発
表
。
今
年
度

の
評
価
取
ಘ
事
業
ऀ
を
代
表

し
、「
二
つ
੕
」評
価
の
東
京

ロ
ジ
ス
ς
ッ
ク
小
ྛ
ಙ
ࢢ
ӡ

送
・
小
ྛ
ल
男
代
表
取
క
໾

社
௕
に
、
྘
઒
次
௕
が
ূ
明

書
を
त
与
し
た
。あ
わ
せ
て
、

10
年
࿈
続
評
価
取
ಘ
事
業
ऀ

を
代
表
し
て
、
石
和
・
中
原

ߒ
代
表
取
క
໾
に
、
୮
野
部

௕
か
ら
ೝ
定
書
が
त
与
さ
れ

た
࠷。

後
に
、
評
価
取
ಘ
事
業

４
０
５
社
で
、
評
価

ผ
で
は「
三
つ
੕
」

が
73
社
、「
二
つ
੕
」

が
１
８
２
社
、「
一

つ
੕
」
が
１
５
０
社
。
こ
の

う
ち
、
東
ト
協
̜
̚
̥
ࢀ
Ճ

事
業
ऀ
は
３
２
９
社
で
、
શ

体
の
81
・
２
％
を
઎
め
た（
ผ

ܝ
ʹ
ධ
Ձ
ࣄ
ۀ
ऀ
Ұ
ཡ
）。

セ
Ϩ
モ
ニ
ー
で
は
、
ּ
原

史
ٱ
環
境
ҕ
һ
௕（
෭
会
௕
）

が
水
野
ޭ
会
௕
の
あ
い
さ
つ

を
代
ಡ
。「
本
制
度
は
、ӡ
送

事
業
ऀ
が
日
ࠒ
か
ら
ੵ
み
重

˜
∁
木
঎
事
ӡ
輸
˜
タ
カ
セ

ӡ
輸
集
配
シ
ス
ς
ム
˜
タ
カ

セ
ӡ
輸
૔
ݿ
˜
ୌ
野
઒
ࠝ
แ

ӡ
輸
˜
෢
ஐ
ӡ
送
ళ
˜
ా
ᬒ

঎
ళ
˜
ଟ
ຎ
総
業
˜
ઍ
༿
঎

会
ロ
ジ
˜
中
央
ं
᫑
輸
送

（
10
）
˜
ఇ
都
ӡ
輸
機
޻
˜

天
山
ӡ
輸（
10
）
˜
東
海
ӡ

輸
˜
東
京
ڞ
同
ロ
ジ
ς
ム
˜

東
京
食
料
ӡ
輸
˜
東
京
ՙ
໾

管
理
˜
東
ߚ
流
௨
セ
ン
タ
ー

˜
東
新
ト
Ϩ
ー
ラ
ー
Τ
Ω
ス

プ
Ϩ
ス（
10
）
˜
東
都
ӡ
ൖ

社
˜
東
都
配
送（
５
）
˜
東

洋
ڵ
業
˜
ト
ー
ト
ラ
˜
都
北

ӡ
輸
˜
ト
ラ
ン
ス
ω
ッ
ト
˜

Ӭ
井（
５
）
˜
中
඙
ӡ
送
˜

中
ଜ
঎
事
˜
成
増
ӡ
輸
˜
成

増
ڵ
業
˜
西
口
物
流
˜
日
࢈

物
流
˜
日
昭
ӡ
輸
˜
ニ
ッ
タ

˜
日
本
ڵ
ӡ
˜
ニ
ュ
ー
ラ
イ

ン
東
京
˜
の
ぞ
み
ӡ
輸
˜
Ӌ

ా
ӡ
送
ళ
˜
ૣ
઒
ӡ
送
˜
ハ

ヤ
シ
配
送
サ
ー
ビ
ス
˜
੖
ӫ

ӡ
送
˜
ビ
ー
ϫ
ン
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
˜
光
が
ٰ
ӡ
輸
˜
ͻ

か
り
物
流（
10
）
˜
平
野
ӡ

送（
10
）
˜
౻
ౡ
ӡ
輸
˜
स

௡
ӡ
送
˜
ݹ
屋
ӡ
送
˜
プ
ロ

ス
タ
ッ
フ
˜
̝
̚
Ａ
̫
̚
̣

（
10
）
˜
北
ӽ
ӡ
輸
˜
ホ
ク

シ
ン
ӡ
送
˜
北
ే
シ
ス
ς
ム

輸
送
˜
ງ
内
ӡ
送（
10
）
˜

ொ
ా
ӡ
送
ళ
˜
マ
チ
μ
ト
ラ

ン
ス
ポ
ー
ト（
10
）
˜
ؙ
ү

ӡ
輸
˜
ؙ
オ
Ԟ
ా
঎
ళ
˜
ؙ

Յ
ӡ
輸
૔
ݿ
˜
マ
ル
タ
カ
ӡ

輸
˜
ؙ
෢
ӡ
輸
˜
ؙ
中（
５
）

˜
ؙ
ڮ
ӡ
送
ళ
˜
マ
ル
ヤ
マ

サ
ー
ビ
ス
˜
三
Ӝ
ӡ
送
˜
み

す
ʎ
ڵ
業
˜
水
野
ӡ
送
˜
三

好
ӡ
送（
５
）
˜
෢
ଂ
௨
঎

˜
෢
ଂ
野
˜
෢
ଂ
野
ਗ਼
ӡ
˜

ଜ
山
ӡ
送
˜
৿
ా
঎
ӡ
˜
ໜ

࿊
ӡ
送
˜
໻
ӫ
ӡ
輸
˜
༄
઒

ӡ
送
˜
ૻ
ా
ӡ
輸
˜
ԣ
山
ӡ

送
˜
ඛ
新
ӡ
輸
˜
ロ
ジ
ス
ペ

ッ
ク

東
ト
協
文
京
支

部（
ງ
内
৳
洋
支

部
௕
）は
８
月
13

日
、
文
京
区
か
ら

の
要
請
を
受
け
、

区
の
文
京
ス
ポ
ー

東
ト
協
新
॓
支

部（
大
ౡ
໻
一
支

部
௕
）は
８
月
７・

８
日
の
྆
日
、
新

॓
区
か
ら
の
要
請

を
受
け
、
区
の
上

མ
合
๷
ࡂ
活
動
ڌ
点
の
උ
஝

૔
ݿ
か
ら
۽
本
ࢢ
南
区
の
ア

ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
ま

で
、
支
部
会
һ
の
７
Ἁ
ト
ラ

ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら
۽
本
ࢢ
南

区
の
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も

と
ま
で
、
支
部
会
һ
の
1�
Ἁ

ト
ラ
ッ
ク
１
台
で
ඇ
ৗ
食

（
ϰ
ィ
ー
ガ
ン
対
応
）、
څ
水

ା
、
ೕ
༮
ࣇ
用
物
ࢿ
、
生
活

用
品
な
ど
の
ٹ
ԉ
物
ࢿ
を
輸

送
し
た
。

同
日
、
区
職
һ
に
よ
る
ٹ

ԉ
物
ࢿ
の
ੵ
み
込
み
で
は
、

ງ
内
支
部
௕
が
ਞ
頭
指
ش
に

当
た
り
、
出
発
式
で
は
、
成

澤
ኍ
म
区
௕
が
ド
ラ
イ
ό
ー

ら
関
܎
ऀ
を

ܹ
ྭ
し
た
。

ऀ
を
代
表
し
て
東
京
ロ

ジ
ス
ς
ッ
ク
小
ྛ
ಙ
ࢢ

ӡ
送
・
小
ྛ
社
௕
が
登

ஃ
し
、
受
৆
の
ت
び
と

と
も
に
、
環
境
へ
の
取

り
組
み
を
௨
じ
て
、
社

һ
の
ҙ
ࣝ
向
上
や
事
ނ

࡟
ݮ
な
ど
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
を
紹
介
。
今
後

も
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
く
決
ҙ
を
ड़
΂
た
。

ッ
ク
３
台
、
４
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク

１
台
で
ܞ
ଳ
ト
イ
Ϩ
、
ミ
ω

ラ
ル
΢
ォ
ー
タ
ー
、
ビ
ス
ケ

ッ
ト
、
ア
ル
フ
Ỹ
化
米
、
お

か
Ώ
、
ໟ
෍
、
๷
水
シ
ー
ト

を
ٹ
ԉ
物
ࢿ
と
し
て
輸
送
し

た
。
輸
送
に
ઌ
立
ち
、
２
Ἁ

ト
ラ
ッ
ク
が
૔
ݿ
間
の
ԣ
࣋

ち
輸
送
を
２
回
実
施
し
た
。

８
月
７
日
、
新
॓
区
໾
所

前
で
行
わ
れ
た
出
発
式
に
は

吉
住
݈
一
区
௕
が
出
੮
。
ٹ

ԉ
物
ࢿ
輸
送
を
指
ش
す
る
大

ౡ
支
部
௕
や
ै
事
す
る
ド
ラ

イ
ό
ー
、
現
地
に
派
遣
さ
れ

る
職
һ
ら
を
ܹ
ྭ
し
た
。

ҕһ௕͕͍͋ͭ͞ݪּ

྘઒࣍௕͔Βূ໌ॻΛत༩͞ΕΔখྛ᷁ࢯ

୮໺ڥ؀վળٕज़୲౰෦௕͔ΒೝఆॻΛत
༩͞ΕΔத᷁ࢯݪ

౦
τ
ڠ
ձ
һ

ධ
Ձ
ࣄ
ۀ
ऀ

（
星
別
五
十
音
順
）

؀
ڥ
഑
ྀ
͠
࣋
ଓ

Մ
ೳ
ͳ
෺
ྲྀ
࣮
ݱ

ＧＥＰ参加３２９社が認定

౦
ژ
౎
՟
෺
༌
ૹ
ධ
Ձ
੍
౓
η
レ
Ϟ
χ
ー

౦
ト
協

̔
年
౓

10೥࿈ଓධՁ
ϩΰϚʔΫऀۀࣄ༏ल࠷

10೥࿈ଓධՁ
༏लऀۀࣄϩΰϚʔΫ

新宿支部

文京支部

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
各
支
部
で
は
、令
和
８
年
熊

本
地
震
に
伴
い
、救
援
物
資
輸
送
を
連
日
実
施
し
て
い

る
。

౦
τ
ڠ

֤
ࢧ
෦

۽
ຊ
ࢢ
΁
ٹ
ԉ
෺
ࢿ
༌
ૹ
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和８年７月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 73 19 14 5 0 11 4 0 2 20 148
関与事故件数 70 16 15 5 0 8 2 0 2 57 175
（前年比） ＋8 −2 −5 ＋2 ±0 ＋5 ＋1 ±0 ＋2 −17 −6

中
型

１当件数 38 30 19 4 0 5 6 0 0 17 119
関与事故件数 39 26 20 4 0 5 5 0 0 39 138
（前年比） −2 ＋3 −1 ±0 ±0 −6 −1 ±0 ±0 −5 −12

準
中
型

１当件数 88 47 17 10 2 14 4 0 0 42 224
関与事故件数 86 42 21 10 2 13 4 0 0 110 288
（前年比） ＋14 −9 −16 ＋5 −1 ＋4 ＋1 ±0 ±0 −3 −5

普
通
・
軽

１当件数 261 113 112 32 15 38 19 5 5 113 713
関与事故件数 268 103 135 33 15 37 20 5 5 290 911
（前年比） ＋31 ＋5 −20 ＋15 −1 ＋5 ＋8 ＋1 ＋3 ＋30 ＋77

合
計

１当件数 460 209 162 51 17 68 33 5 7 192 1,204
関与事故件数 463 187 191 52 17 63 31 5 7 496 1,512
（前年比） ＋51 −3 −42 ＋22 −2 ＋8 ＋9 ＋1 ＋5 ＋5 ＋54

死
者
数

大型貨物車（１当） 2 0 0 1 0 0 1 0 0 0 4
中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
準中型貨物車（１当） 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
普通・軽貨物車（１当） 0 0 0 2 0 1 1 0 0 1 5

ɹྩ࿨̔೥݄̓ ຤
ͷ౎಺શҬࡏݱ

ͷަ௨ൃނࣄੜ݅਺ʢຊ೥
58�݅
ʣ͸ɺ16ܭྦྷͰɺલ
೥ಉظൺ6��݅ݮগ͠ɺࢮ
ऀ7�ਓͰલ೥ͱಉ਺ͱͳͬ
ͨɻ
ɹӦۀ༻՟෺ंͷؔ༩ނࣄ
ʢʮҧ൓ผʯදͷԼஈʮ஫ʯ
রʣൃࢀ ੜ݅਺ʢຊ೥ྦྷܭʣ
͸ɺ1
512݅Ͱલ೥ಉظൺ

5�݅૿Ճ͠ɺ10ऀࢮਓͰ
લ೥ಉظൺ̍݅૿Ճͱͳͬ
ͨɻ
ɹܕྨނࣄผͰ͸ɺӈંࠨ
࣌ͷं྆૬172͕ނࣄޓ
݅Ͱલ೥ಉظൺ13݅ݮগ
͠ɺऀࢮ਺͸̍ ਓͩͬͨɻ
ɹҧ൓ผͰ͸ɺ̓ શෆ֬ೝ
ʹΑΔؔ༩݅ނࣄ਺͕�63
݅Ͱɺલ೥ಉظൺ51݅૿Ճ
ͱͳͬͯ ͍Δɻ

たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

国
土
交
௨
ল
物
流
・
自
動

ं
局
の
令
和
８
年
度「
自
動

ं
点
ݕ
੔
උ
推
進
ӡ
動
」
実

施
要
ྖ
に
基
づ
き
、
関
東
ӡ

輸
局
は
９
月
１
日
か
ら
10
月

31
日
ま
で
の
２
か
月
間
を
同

ܯ
࡯
庁
の
交

௨
事
ނ
౷
計

（
６
月
຤
ྦྷ
計
）

に
よ
る
と
、
事

業
用
貨
物
自
動

ं
・
第
一
当
事
ऀ
の
ࢮ
๢
事

ނ
݅
数（
軽
貨
物
ं
を
আ
く
）

は
�6
݅
で
、
前
年
同
期
比
10

（݅
11
・
６
％
）
増
Ճ
し
て

い
る
。

ं
छ
ผ
で
は
、
ࢮ
๢
事
ނ

݅
数
が
࠷
も
ଟ
い
大
ܕ
ं
は

6�
݅
で
、同
1�
（݅
28・０
％
）

増
Ճ
、
४
中
ܕ
ं
は
13
݅
で

同
１
（݅
８
・
３
％
）増
Ճ
し

て
い
る
。一
方
、中
ܕ
・
४
中

の
の
、
合
計
事
ނ
݅
数
で
上

回
っ
た
。

同
庁
が
７
月
31
日
に
公
表

し
た「
令
和
８
年
上
半
期
に

お
け
る
交
௨
ࢮ
๢
事
ނ
の
発

生
状
況
及
び
道
路
交
௨
法
ҧ

൓
取
క
り
状
況
౳
に
つ
い

て
」
に
よ
る
と
、
交
௨
事
ނ

݅
数（
଎
報
஋
、
８
年
６
月

຤
）は
、
一
般
ं
を
ؚ
め
13

万
７
３
２
１
݅
で
、
前
年
同

期
比
１
０
１
９
（݅
０
・
７

％
）増
Ճ
し
た
。
そ
の
う
ち
、

ࢮ
๢
事
ނ
݅
数
は
１
１
３

８
݅
で
同
１
（݅
０
・
１
％
）

の
受
਍
ק
঑
な
ど
が
必
要
と

な
る
。
一
方
、
ᄰ
ᙹ
ݕ
査
は

਍
அ
߲
目
か
ら
࡟
আ
さ
れ
る

が
、
ڳ
部
Τ
ッ
ク
ス
線
ݕ
査

結
Ռ
で
結
֩
感
છ
が
疑
わ
れ

る
場
合
に
は
、
医
ྍ
機
関
へ

の
଎
や
か
な
受
਍
ק
঑
が
ٻ

め
ら
れ
る
。

ま
た
、
؊
機
能
ݕ
査
の
ݕ

査
߲
目
名
も
変
ߋ
さ
れ
、「
̜

̤
̩
」は「
Ａ
̨
̩
」、「
̜
̥

̩
」は「
Ａ
̡
̩
」、「
Ѝガ

ン
マ㿌
̜

̩
̥
」
は「
Ѝ
㿌
̜
̩
」
と

な
る
。
結
Ռ
௨
知
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
新
旧
名

称
を
ซ
記
す
る
こ
と
も
ೝ
め

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、਎
௕
や
ෲ
ғ
、

݂
ӷ
ݕ
査
、
ڳ
部
Τ
ッ
ク
ス

線
ݕ
査
、
৺
ి
図
ݕ
査
な
ど

一
部
の
਍
அ
߲

目
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
基
४
を
ຬ
た

し
、
医
師
が
必
要
で
な
い

と
ೝ
め
た
場
合
に
ݶ
り

ল
ུ
が
可
能
と
な
る
。

ް
࿑
ল
は
、
਍
அ
߲
目
の

ল
ུ
は
、
࿑
ಇ
ऀ
一
人
ͻ
と

ܕ
・
普
௨
ं
の
３
ं
छ
合
計

で
は
32
݅
で
、同
４
（݅
11
・

１
％
ݮ（
少
し
た
。
内
༁
は
、

中
ܕ
ं
が
18
݅
で
同
４
݅

（
18
・
２
％
ݮ（
少
、普
௨
ं

が
１
݅
で
同
１
（݅
50
・
０

％
ݮ（
少
と
な
っ
て
い
る
。

月
ผ（
４
ं
छ
合
計
）で

み
る
と
、６
月
が
21
݅
で
前

年
同
月
比
12
（݅
１
３
３
・

３
％
）
増
と
大
幅
に
増
Ճ
し

た
ほ
か
、５
月
が
15
݅
で
同

５
（݅
50
・
０
％
）、２
月
が

20
݅
で
同
２
（݅
11
・
１
％
）

増
Ճ
。
１
月
、
３
月
、
４
月

は
前
年
同
期
を
下
回
っ
た
も

ݮ
少
し
た
一
方
、
ࢮ
ऀ
数
は

１
１
６
２
人
で
同
１
人（
０・

１
％
）
増
Ճ
し
た
。
ෛ
ই
ऀ

数
は
16
万
１
５
５
８
人
で
、

同
１
２
１
０
人（
０
・
８
％
）

増
Ճ
し
た
。

ま
た
、８
年
６
月
຤
の
ҿ

ञ
ӡ
転
に
よ
る
ࢮ
๢
・
重
ই

事
ނ
݅
数
は
１
８
０
݅
で
、

前
年
同
期
比
23
（݅
11
・
３

％
）
ݮ
少
し
た
。
こ
の
う
ち

ࢮ
๢
事
ނ
は
5�
݅
で
同
２

（݅
３
・
６
％
ݮ（
少
、重
ই

事
ނ
は
１
２
６
݅
で
同
21
݅

（
1�
・
３
％
ݮ（
少
し
た
。

ް
生
࿑
ಇ
ল
は
、

࿑
ಇ
҆
શ
衛
生
法
に

基
づ
く
定
期
݈
߁
਍

அ
౳
の
਍
அ
߲
目
を

見
直
し
、
令
和
９
年

４
月
か
ら
新
た
な
内

༰
を
適
用
す
る
。
改

正
で
は
、
ਛ
機
能
を

֬
ೝ
す
る「
݂
ਗ਼
ク

Ϩ
ア
チ
ニ
ン
ݕ
査
」

が
新
た
に
追
Ճ
さ
れ

る
一
方
、「
ᄰ
ᙹ（
か

く
た
ん
）
ݕ
査
」
は

਍
அ
߲
目
か
ら
࡟
আ

さ
れ
る
。

ӡ
動「
強
化
月
間
」

と
し
て
、
適
੾
な

点
ݕ
・
੔
උ
の
実
施
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

શ
国
౷
一
の
強
化
月
間
は

９
月
だ
が
、
関
東
で
は
10
月

を
Ճ
え
、
２
か
月
間
に
わ
た

っ
て
実
施
す
る
。
強
化
月
間

の
重
点
߲
目
と
し
て
、点
・ݕ

੔
උ
の
必
要
性
や
重
要
性
に

つ
い
て
ܒ
発
す
る
と
と
も

に
、
近
年
、
高
止
ま
り
し
て

い
る
大
ܕ
ト
ラ
ッ
ク（
ं
྆

総
重
ྔ
８
Ἁ
以
上
）の
ं
ྠ

୤
མ
事
ނ
๷
止
対
ࡦ
を
中
৺

に
、
大
ܕ
ト
ラ
ッ
ク
の
適
੾

な
点
ݕ
・
੔
උ
の
ప
底
を
推

進
す
る
。
重
点
点
ݕ
߲
目
は

Լ
ද
の
௨
り
。

り
の
݈
߁
状
態
な
ど
を
踏
ま

え
て
医
師
が
൑
அ
す
΂
き
も

の
で
あ
り
、
医
師
以
外
が
一

཯
に
൑
அ
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
注
ҙ
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

݂
ਗ਼
ク
Ϩ
ア
チ
ニ
ン
ݕ

査
は
、
ਛ
ଁ
の
機
能
を
調
΂

る
た
め
の
ݕ
査
で
、
結
Ռ
に

基
づ
き
、
医
師
の
ҙ
見
ௌ
取

や
事
後
ા
置
、
༗
所
見
ऀ
へ

【重点点検項目】
点検時期点検か所 ３か月点検 12か月点検

原動機 燃料装置 燃料もれ
電気装置 電気配線 接続部の緩みおよび損傷

制動装置
ホースおよびパイプ 漏れ、損傷および取付状態
ブレーキ・チャンバ ロッドのストローク 同左機能

走行装置 ホイール

１ タイヤの状態
２ ホイール・ナットおよびホイール・ボルトの緩み
３ フロント・ホイール・ベアリングのがた

１ ホイール・ナットおよび
ホイール・ボルトの損傷

２ リム、サイド・リングおよび
ディスク・ホイールの損傷

３ リヤ・ホイール・ベアリング
のがた

点
検
整
備
推
進
運
動

ؔ
ӡ
ہ

̕
ɾ
10
月
ڧ
Խ
月
ؒ

େ
ܕ
ɾ
४
த
ܕ
͕
૿
Ճ

ࣄ
ۀ
༻

՟
෺
ं

ަ௨ނࣄ౷ܭ
ܭி�６݄຤ྦྷ࡯ܯ

厚労省 ఆ݈ظ਍߲໨ΛҰ෦มߋ΁

݂
ਗ਼
Ϋ
Ϩ
Ξ
ν
χ
ϯ
ݕ
ࠪ
௥
Ճ

ྩ
࿨
̕
೥
̐
月
͔
Β
ࢪ
ߦ
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˔
౦
ژ
౎
ト
ϥ
ỽ
ク
ڠ

ձ
、令
和
８
年
度「
東
京
都
・

ߐ
ށ
઒
区
合
同
総
合
๷
ࡂ
܇

練
」
に
ࢀ
Ճ
し
、
ٹ
ԉ
物
ࢿ

輸
送
܇
練
と
ۓ
ٸ
輸
送
現
地

本
部
܇
練
を
実
施
す
る
。
ߐ

ށ
઒
支
部
か
ら
４
Ἁ
ト
ラ
ッ

ク
ड़
΂
８
台
、協
会
ं
２
台
、

本
部
・
支
部
合
わ
せ
て
1�
人

を
動
һ
す
る（
３
・
５
日
）

˔
౦
ト
ڠ
、
令
和
８
年
度

第
２
回
理
事
会
を
開
催
し
、

前
会
௕
の
水
野
ޭ
ࢯ
を
会
௕

に
બ
定
す
る
。
ま
た
、
෭
会

௕
に
原
ྰ
子
・
௟
目
ོ
༤
・

৿
本
উ
໵
・
原
ౡ
౻
ᆹ
・
ླ

木
ོ
ࢤ
・
大
∁
一
義
・
٠
஑

正
ߒ
・
三
ଜ
Ғ
一
࿠
各
ࢯ
を

再
೚
す
る
と
と
も
に
、
ௗ
ϊ

海
学
・
ּ
原
史
ٱ
各
ࢯ
を
新

೚
し
、
水
野
会
௕
２
期
目
の

ࣥ
行
部
が
発
足
す
る（
８
日
）

˔
ࠃ
౔
ަ
௨
ল
、
関
܎
ল

庁
と
ト
ラ
ッ
ク
ӡ
送
業
界
な

ど
で
構
成
す
る
第
１
回「
物

流
政
ࡦ
推
進
関
܎
ऀ
会
議
」

を
開
催
す
る（
1�
日
）

˔
ܯ
ࢹ
ி
ަ
௨
෦
、
交
௨

総
務
課
௕
名
で「
交
ࠩ
点
௨

過
時
の
交
௨
事
ނ
཈
止
対
ࡦ

の
周
知
・
ప
底
の
お
願
い
」

を
発
出
す
る
。
15
日
午
前
９

時
ࠒ
、
西
東
京
ࢢ
内
の
৴
߸

機
の
あ
る
交
ࠩ
点
で
、
事
業

用
普
௨
貨
物
ं
が
登
校
中
に

ԣ
அ
歩
道
を
ԣ
அ
し
て
い
た

小
学
校
３
年
の
ࣇ
ಐ
を
᫟
過

す
る
事
ނ
が
発
生
し
た
こ
と

を
受
け
た
も
の（
15
日
）

˔
౦
ト
ڠ
ト
ϥ
ỽ
ク
ϑ
ỻ

ε
λ
̩
̤
̠
̮
̤
̎
̌
̎
̒

࣮
ߦ
ϓ
ϩ
δ
ỻ
ク
ト
、
出
展

企
業
・
団
体
આ
明
会
お
よ
び

支
部
୲
当
ऀ
会
議
を
開
催
す

る（
16
日
）

˔
౦
ト
ڠ
、
令
和
８
年
度

第
１
回
支
部
௕
会
を
開
催
す

る
。
８
・
９
年
度
の
新
ࣥ
行

部
発
足
に
൐
い
、
水
野
ޭ
会

௕
を
は
じ
め
、෭
会
௕
10
ࢯ
、

25
支
部
の
支
部
௕
が
出
੮
す

る（
17
日
）

˔
౦
ト
ڠ
、
ӡ
輸
҆
શ
ҕ

һ
௕（
ௗ
ϊ
海
学
෭
会
௕
）

名
で「
ԣ
அ
歩
道
内
の
交
௨

ऑ
ऀ
อ
ޢ
と
҆
શ
ӡ
転
の
ప

底
に
つ
い
て
」
を
発
出
す
る

（
17
日
）

˔
ࠃ
ަ
ল
、
第
１
回「
適

正
原
価
の
設
定
に
向
け
た
༗

ࣝ
ऀ
ݕ
౼
会
」を
開
催
す
る
。

適
正
原
価
の
設
定
に
向
け
た

制
度
設
計
の
基
本
的
な
方
向

性
を
ま
と
め
る（
17
日
）

˔
౦
ژ
ӡ
༌
ࢧ
ہ
、
会
һ

事
業
ऀ
に
対
し「
ト
ラ
ッ
ク

の
҆
શ
ӡ
行
の
た
め
の
ӡ
行

管
理
౳
の
ప
底
に
つ
い
て
」

を
発
出
し
、
事
ނ
の
再
発
๷

止
を
呼
び
か
け
る（
17
日
）

˔
શ
೔
ຊ
ト
ϥ
ỽ
ク
ڠ

ձ
、
２
０
２
６
年
度
貨
物
自

動
ं
ӡ
送
事
業
҆
શ
性
評
価

事
業（
̜
マ
ー
ク
制
度
）で
、

８
２
１
４
事
業
ऀ
の
ਃ
請
を

受
理
し
た
と
発
表
す
る
。
こ

の
う
ち
、
新
ن
ਃ
請
は
１
２

７
８
事
業
所
ߋ、
新
ਃ
請（
ॳ

回
Ỗ
６
回
）は
６
９
３
６
事

業
所
。
東
京
都
内
で
は
、
新

ن
ਃ
請
66
事
業
所
、
ߋ
新
ਃ

請
３
２
９
事
業
所
の
合
計
３

９
５
事
業
所
を
受
理
す
る

（
22
日
）

˔
౦
ト
ڠ
඼
઒
ࢧ
෦
ɾ
ଟ

ຎ
ࢧ
෦
、
令
和
８
年
۽
本
地

਒
に
൐
い
品
઒
区
、
八
Ԧ
子

ࢢ
の
要
請
を
受
け
そ
れ
ぞ
れ

ٹ
ԉ
物
ࢿ
輸
送
を
実
施
す
る

（
31
日
）

ް
生
࿑
ಇ
ল

と
中
央
࿑
ಇ
ࡂ

֐
๷
止
協
会
に

よ
り
、
令
和
８

年
度「
શ
国
࿑

ಇ
衛
生
週
間
」

が
10
月
1
日
か

ら
７
日
ま
で
実

施
さ
れ
る
。
同

週
間
の
実
ޮ
を

上
͛
る
た
め
、

９
月
1
日
か
ら

30
日
ま
で
を
४

උ
期
間
に
設
定

し
、
各
छ
取
り

「˓
事
業
場
に
お
け
る
࿑
ಇ

ऀ
の
݈
߁
อ
࣋
増
進
の
指

針
」
な
ど
を
踏
ま
え
た
࿑
ಇ

ऀ
の
݈
߁
の
อ
࣋
増
進
を
図

る
た
め
の
必
要
な
ા
置
に
関

す
る
事
߲

˓
女
性
の
݈
߁
課
題
の
理
解

促
進
に
関
す
る
事
߲

˓
࿑
ಇ
施
ࡦ
総
合
推
進
法
お

よ
び「
治
ྍ
と
ब
業
の
྆
立

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
す
る
も
の
。
今
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
ͻ
と
り

ͻ
と
り
が
و
重
な
人
ࡐ

৺

も
体
も
݈
や
か
に

み
ん
な

生
き
生
き
݈
߁
職
場
」。

同
週
間
に
お
け
る
実
施
事

߲
は
、
事
業
ऀ
ま
た
は
総
ׅ

҆
શ
衛
生
管
理
ऀ
に
よ
る
職

場
巡
ࢹ
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
ܝ

示
、
࿑
ಇ
衛
生
に
関
す
る
ߨ

習
会・見
学
会
の
開
催
な
ど
。

ま
た
、
४
උ
期
間
に
お
い

て
は
、
過
重
࿑
ಇ
に
よ
る
݈

߁
ো
֐
๷
止
の
た
め
の
総
合

対
ࡦ
や
、
ϝ
ン
タ
ル
ϔ
ル
ス

対
ࡦ
の
推
進
、
転
౗
・
ࠊ
௧

ࡂ
֐
の
予
๷
対
ࡦ
な
ど
、
日

ৗ
の
࿑
ಇ
衛
生
活
動
の
総
点

ݕ
を
行
う
。

重
点
事
߲
は
、次
の
௨
り
。

東
京
マ
ラ
ι
ン
ࡒ

団
は
10
月
18
日
、「
東

京
Ϩ
ガ
シ
ー
ハ
ー
フ

マ
ラ
ι
ン
２
０
２
６
」
の
開

催
に
൐
い
、
都
৺
部
コ
ー
ス

お
よ
び
直
近
道
路
で
௕
時
間

の
交
௨
ن
制
を
行
う
。

ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ

ュ
地
点
の
̢
̪
̛
̜
ス
タ
ジ

ア
ム（
国
立
ڝ
ٕ
場
）で
は
、

午
前
７
時
20
分
か
ら
11
時
�0

分
ࠒ
ま
で
交
௨
ن
制
を
実
施

す
る
。
ス
タ
ー

ト
時
間
は
、
ं

い
す
ハ
ー
フ

マ
ラ
ι
ン
ʗ
午
前
８

時
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ι

ン
ʗ
午
前
８
時
５
分
。

ڝ
ٕ
中
は
コ
ー
ス

（
外
ԓ
西
௨
り
・
༃

国
௨
り
・
外
ງ
௨
り
・

白
山
௨
り
・
中
央
௨

り
）お
よ
び
直
近
の

道
路
で
、
௕
時
間
に

わ
た
り
ं
྆
の
௨
行

が
禁
止
さ
れ
る
。

ま
た
、
ट
都
高
଎
道
路
の

４
߸
新
॓
線（
下
り
）外
ԓ
入

口
、５
߸
஑
ା
線（
上
り
）൧

ా
ڮ
出
口
、同（
下
り
）西
神

ా
出
口
が
௨
行
禁
止
と
な
る
。

詳
ࡉ
は
、
東
京
Ϩ
ガ
シ
ー

ハ
ー
フ
マ
ラ
ι
ン
２
０
２
６

公
式
̬
̴
̱
サ
イ
ト
を
ࢀ
র
。

શ
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
は
こ
の
ほ
ど
、
ब
職

を
ݕ
౼
し
て
い
る
高
校

生
な
ど
の
学
生
向
け

に
、
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の

࢓
事
内
༰
や
ັ
ྗ
を
紹

介
す
る
パ
ン
フ
Ϩ
ッ
ト

「
̩
Ｒ
̮
ʂ
̩
Ｒ
̪
Ｃ

̠
��
̩
Ｒ
Ａ
̣
̨
̥
̤

Ｒ
̩
���
」（
２
０
２
６
年

൛
、ࣸ
ਅ
）を
作
成
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
໾

ׂ
や
ド
ラ
イ
ό
ー
の
࢓
事
内

༰
、
１
日
の
࢓
事
の
流
れ
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
໔
ڐ

制
度
を
解
આ
し
た
ब
職
ガ
イ

ド
な
ど
を
ܝ
ࡌ
し
て
い
る
。

な
お
、
パ
ン
フ
Ϩ
ッ
ト
は

શ
国
の
高
校
や
ઐ
門
学
校
な

ど
に
配
෍
す
る
と
と
も
に
、

શ
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ܝ

ࡌ
し
、
μ
΢
ン
ロ
ー
ド
可
能

と
す
る
予
定
。

ް
࿑
ল
は
８
月
７
日
、
令

和
７
年「
࿑
ಇ
҆
શ
衛
生
調

査（
実
態
調
査
）」の
結
Ռ
を

公
表
し
た
。

同
調
査
は
、
事
業
所
に
お

け
る
҆
શ
衛
生
管
理
や
࿑
ಇ

ࡂ
֐
๷
止
活
動
の
実
態
、
࿑

ಇ
ऀ
の
࢓
事
や
職

業
生
活
に
お
け
る

不
҆
・
ス
ト
Ϩ
ス

な
ど
を
೺
Ѳ
し
、

今
後
の
࿑
ಇ
҆
શ

衛
生
行
政
を
推
進

す
る
た
め
の
基
ૅ

ࢿ
料
を
ಘ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実

施
し
て
い
る
。

事
業
所
調
査
で

は
、
対
象
と
な
っ

た
શ
国
の
ৗ
用
࿑

ಇ
ऀ
10
人
以
上
を
ޏ
用
す
る

民
営
事
業
所
約
１
万
４
０
０

０
か
所
の
う
ち
、８
０
５
４

事
業
所
が
༗
ޮ
回
౴
し
、
༗

ޮ
回
౴
཰
は
57
・
３
％
と
な

っ
た
。
ݸ
人
調
査
で
は
、
対

象
約
１
万
８
０
０
０
人
の
う

ち
８
３
９
３
人
が
༗
ޮ
回
౴

し
、
༗
ޮ
回
౴
཰
は
�5
・
２

％
と
な
っ
た
。

事
業
所
調
査
と
し
て
ϝ
ン

タ
ル
ϔ
ル
ス
対
ࡦ
に
つ
い
て

み
る
と
、
ӡ
輸
業
・
༣
ศ
業

で
は
過
去
１
年
間
に
ϝ
ン
タ

ル
ϔ
ル
ス
不
調
に
よ
っ
て
１

か
月
以
上
ٳ
業
し
た
࿑
ಇ
ऀ

が
い
た
事
業
所
は
11・７
％
、

ୀ
職
し
た
࿑
ಇ
ऀ
が
い
た
事

業
所
は
２
・
９
％
と
な
り
、

合
わ
せ
た
ׂ
合
は
13
・
３
％

（
ෳ
数
回
౴
）で
、શ
࢈
業
の

13
・
５
％
と
ほ
ぼ
同
水
४
と

な
っ
て
い
る
。

一
方
、
࿑
ಇ
҆
શ
衛
生
法

に
基
づ
く
ޏ
入
れ
時
教
育
の

実
施
཰
は
、
ӡ
輸
業
・
༣
ศ

業
で
71
・
６
％
と
な
り
、
શ

࢈
業
の
57
・
４
％
を
大
き
く

上
回
っ
た
。
ӡ
輸
業
で
は
、

入
社
時
か
ら
҆
શ
衛
生
に
関

す
る
教
育
を
実
施
す
る
事
業

所
が
比
ֱ
的
ଟ
い
状
況
が
う

か
が
え
る
。

陸
上
貨
物
ӡ
送
事
業
の
事

業
所
の
う
ち
、「
陸
上
貨
物

ӡ
送
事
業
に
お
け
る
ՙ
໾
作

業
の
҆
શ
対
ࡦ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
基
づ
く
ા
置
の
実
施

状
況
を
み
る
と
、
҆
શ
対
ࡦ

に
取
り
組
Ή
事
業
所
が
87
・

０
％
と
な
り
、
前
年
の
83
・

３
％
か
ら
３
・
７
⻲
上
昇
し

て
い
る（
以
下
、対
前
年
比
）。

具
体
的
な
取
り
組
み（
ෳ
数

回
౴
）で
は
、「
ՙ
໾
作
業
の

҆
શ
衛
生
教
育
の
実
施
」
が

76
・
４
％
（
０
・
９
⻲
増
）

と
࠷
も
ଟ
く
、「
転
౗
に
よ

る
࿑
ಇ
ࡂ
֐
の
๷
止
対
ࡦ
の

実
施（
੔
理
੔
಴
、
床
面
の

๷
׈
対
ࡦ
の
実
施
౳
）」
が

76
・
３
％
（
２
・
７
⻲
増
）

だ
っ
た
。
現
場
の
҆
શ
対
ࡦ

が
ண
実
に
進
展
し
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。

ݸ
人
調
査
と
し
て
࿑
ಇ
ऀ

組
み
を
推
進
す
る
。

同
週
間
は
、
࿑
ಇ
衛
生
に

関
す
る
ҙ
ࣝ
を
高
༲
さ
せ
、

各
事
業
場
に
お
け
る
自
主
的

な
࿑
ಇ
衛
生
管
理
活
動
を
௨

じ
て
、
࿑
ಇ
ऀ
の
݈
߁
֬
อ

શ
体
で
は
、
࢓
事
や
職
業
生

活
に
つ
い
て「
強
い
不
҆
、

೰
み
、
ス
ト
Ϩ
ス
」
が
あ
る

と
し
た
ׂ
合
が
67
・
５
％

（
０
・
８
⻲
ݮ
）。
ス
ト
Ϩ
ス

の
内
༰（
主
な
も
の
３
つ
以

内
）で
は「
࢓
事
の
ྔ
」（
３
・

７
⻲
ݮ
）と「
࢓
事
の
ࣦ
ഊ
、

੹
೚
の
発
生
౳
」（
３
・
３
⻲

増
）が
そ
れ
ぞ
れ
3�
・
５
％

で
࠷
も
ଟ
く
、
次
い
で「
対

人
関
）܎
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ϫ

ハ
ラ
を
ؚ
Ή
）」
が
32
・
９

％
（
６
・
８
⻲
増
）だ
っ
た
。

ՙ
໾
作
業
の
҆
શ
対
ࡦ
な

ど
、
࿑
ࡂ
๷
止
対
ࡦ
を
さ
ら

に
進
め
る
と
と
も
に
、
ϝ
ン

タ
ル
ϔ
ル
ス
不
調
の
ૣ
期
೺

Ѳ
や
職
場
環
境
の
改
善
、
相

談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
な

ど
を
並
行
し
て
進
め
る
こ
と

が
、
今
後
の
ӡ
輸
業
に
お
け

る
҆
શ
衛
生
管
理
の
重
要
な

課
題
と
な
る
。

支
ԉ
指
針
」
に
基
づ
く
治
ྍ

と
ब
業
の
྆
立
支
ԉ
対
ࡦ
の

推
進
に
関
す
る
事
߲

「˓
࿑
ಇ
ऀ
の
৺
の
݈
߁
の

อ
࣋
増
進
の
た
め
の
指
針
」

な
ど
に
基
づ
く
ϝ
ン
タ
ル
ϔ

ル
ス
対
ࡦ
の
推
進
に
関
す
る

事
߲

˓
過
重
࿑
ಇ
に
よ
る
݈
߁
ো

֐
๷
止
の
た
め
の
総
合
対
ࡦ

に
関
す
る
事
߲

「˓
職
場
に
お
け
る
೤
中
঱

๷
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
な
ど
に
基
づ
く
೤
中
঱

予
๷
対
ࡦ
の
推
進
౳
に
関
す

る
事
߲

˓
小
ن
模
事
業
場
に
お
け
る

࢈
業
อ
݈
活
動
の
ॆ
実
に
関

す
る
事
߲
Ổ
Ổ
な
ど

˖݄̓෼˖

全

ト

協

２
０
２
６
年

学
生
向
け
ド
ラ
イ
バ
ー
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

荷
役
安
全
対
策
が
着
実
に
進
展

安
全
教
育
・
転
倒
防
止
が
中
心

10
月
１
～
７
日
ま
で

10
月
18
日
交
通
規
制

厚労省 労働安全衛生調査結果

厚労省
中災防全国労働衛生週間

東京レガシーＨマラソン２０２６
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暦
の
上
で
は

「
処
暑
」
を
過

ぎ
、
暑
さ
が
和

ら
ぐ
時
期
を
迎

え
た
が
、
依
然

収
ま
ら
な
い
の
が
物
価
高

だ
。
企
業
物
価
も
上
昇
が

続
き
、
経
営
を
圧
迫
し
つ

つ
あ
る
◆
日
銀
の
企
業
物

価
指
数
に
よ
る
と
、
６
、

７
月
と
も
前
年
比
７
％
台

の
上
昇
と
高
止
ま
り
し
て

い
る
。
他
方
、
企
業
向
け

サ
ー
ビ
ス
価
格
指
数
も
上

が
っ
て
い
る
が
、
相
対
的

に
小
幅
で
、
６
月
の
道
路

貨
物
輸
送
は
３
・
６
％
の

上
昇
に
と
ど
ま
る
。
コ
ス

ト
増
に
価
格
転
嫁
が
追
い

つ
か
な
い
状
況
だ
◆
中
小

企
業
庁
の
価
格
交
渉
促
進

月
間（
３
月
）フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
調
査
を
み
て
も
、
転

嫁
状
況
は
足
踏
み
状
態
。

発
注
側
企
業
の
交
渉
や
転

嫁
に
関
す
る
評
価
リ
ス
ト

に
よ
る
と
、
物
流
各
社
の

交
渉
対
応
は
や
や
好
転
し

て
い
る
が
、
転
嫁
状
況
は

改
善
し
て
い
な
い
◆
今
年

施
行
の
取
適
法
（
改
正
下

請
法
）
で
、
一
方
的
な
価

格
決
定
が
禁
止
行
為
と
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
交
渉
に

は
応
じ
る
が
、
そ
れ
が
必

ず
し
も
転
嫁
に
結
び
つ
い

て
い
な
い
の
が
実
情
だ
。

と
は
い
え
、
ま
ず
は
協
議

や
交
渉
を
し
な
け
れ
ば
、

転
嫁
状
況
の
改
善
は
望
め

な
い
◆
９
月
は
、
３
月
に

続
く
価
格
交
渉
促
進
月
間

だ
。
こ
の
機
に
、
改
め
て

コ
ス
ト
増
の
具
体
的
な
デ

ー
タ
を
提
示
し
、
転
嫁
推

進
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

東京ジャーミイ・ディヤーナト トルコ文化センター
住　　所：渋谷区大山町1-19（小田急線代々木上原駅下車徒歩5分）
開 館 日：年中無休
開館時間：10:00 ～ 18:00（毎週金曜日は、信者以外は14:00~18:00）

ラ
ー
ム
芸
術
に
触
れ
ら
れ
、

ま
る
で
外
国
を
訪
れ
た
よ
う

な
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。

見
学
は
無
料
で
、
平
日
は

５
人
以
上
集
ま
れ
ば
ガ
イ
ド

が
付
き
、
そ
の
場
合
は
要
予

約
、
土
日
・
祝
日
は
予
約
不

要
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
は
約
１
０
０
校

の
大
学
、
１
３
０
校
の
高
校

が
見
学
に
訪
れ
た

そ
う
で
す
。

見
学
時
は
男

女
と
も
肌
の
露
出

を
控
え
、
礼
拝
堂

で
は
女
性
は
頭
髪
を
覆
う
の

が
ル
ー
ル
。
ス
カ
ー
フ
の
ほ

か
、
帽
子
や
フ
ー
ド
で
も
可

能
と
の
こ
と
。
毎
週
金
曜
日

は
集
団
礼
拝
の
た
め
、
一
般

見
学
は
午
後
２
時
以
降
に
な

り
ま
す
。

館
内
の
ハ
ラ
ー
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
は
、
食
品
や
ト
ル

コ
雑
貨
な
ど
も
販
売
。
礼
拝

の
場
に
と
ど
ま
ら

ず
、
誰
で
も
気
軽

に
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
る
場
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。

渋
谷
区
・
代
々
木
上

原
に
あ
る「
東
京
ジ
ャ
ー

ミ
イ
・
デ
ィ
ヤ
ー
ナ
ト
ト

ル
コ
文
化
セ
ン
タ
ー
」は
、

１
９
３
８
年
に
ロ
シ
ア
の

カ
ザ
ン
か
ら
移
住
し
た
タ

タ
ー
ル
人
に
よ
り
建
て
ら

れ
、
２
０
０
０
年
に
再
建

さ
れ
た
モ
ス
ク
。
オ
ス
マ

ン
・
ト
ル
コ
様
式
の
美
し

い
建
築
や
装
飾
な
ど
イ
ス

美
し
い
イ
ス
ラ
ー
ム
建
築

誰
も
が
親
し
め
る
モ
ス
ク

今
回
、
お
台
場
の
日
本
科
学

未
来
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
大
南
極
展
」
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
１
９
５
６
年
に
、
第
１

次
南
極
地
域
観
測
隊
が
派
遣
さ

れ
て
か
ら
70
周
年
を
記
念
し
た

も
の
で
す
。
涼
し
そ
う
だ
な
ぁ

と
思
っ
て
立
ち
寄
り
ま
し
た

が
、
思
い
の
ほ
か
印
象
深
い
展

示
で
し
た
。

会
場
で
は
、
本
物
の
南
極
の

氷
に
触
れ
た
り
、「
隕
石
採
集

の
聖
地
」と
呼
ば
れ
る
南
極
で

見
つ
か
っ
た
隕
石
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、

ペ
ン
ギ
ン
や
ア
ザ
ラ
シ
の

標
本
、
海
洋
調
査
、
大
気

調
査（
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
や

気
候
変
動
）、
オ
ー
ロ
ラ

観
測
、
昭
和
基
地
で
の
観

測
隊
の
生
活
な
ど
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
ブ
リ
ザ
ー
ド

体
験
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
正

い
と
思
い
、
展
示
を
見
な
が
ら

Ａ
Ｉ
に
聞
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
塩
分
が
濃
い
海
水
ほ
ど
海

底
に
向
か
っ
て
沈
ん
で
い
く
そ

う
で
、
こ
の
流
れ
が
世
界
中
の

海
流
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
南
極
の
深
い
氷
床

か
ら
数
十
万
年
前
の
氷
を
掘
り

出
す
と
、
当
時
の
大
気
が
閉
じ

込
め
ら
れ
た「
空
気
の
化
石
」

が
入
っ
て
い
る
と
い
う
の
で

す
。
こ
の
大
気
を
分
析
す
る
こ

と
で
、
過
去
の
地
球
環
境
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
現
在
の
気
候

変
動
を
考
え
る
手
が
か
り
に
も

な
る
と
の
こ
と
。
結
局
、
展
示

場
内
で
Ａ
Ｉ
と「
壁
打
ち
」
を

し
な
が
ら
、
気
づ
け
ば
１
時
間

半
ほ
ど
見
て
い
ま
し
た
。

た
だ
展
示
を
見
る
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
場
で
浮
か
ん
だ
疑

問
を
Ａ
Ｉ
に
質
問
し
な
が
ら
理

解
を
深
め
て
い
く
と
い
う
の

は
、
面
白
い
体
験
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
Ａ
Ｉ
の
使
い

方
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
も

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。「
大
南
極
展
」は

９
月
27
日
ま
で
の
開
催
で
す
。

直
、
展
示
自
体

は
地
味
め
で
す
。

と
こ
ろ
が
、

展
示
で
感
じ
た

疑
問
を
そ
の
場

で
Ａ
Ｉ
に
聞
い

て
み
る
と
、
理

解
が
深
ま
る
よ

う
に
感
じ
ま
し

た
。
地
球
温
暖

化
の
影
響
で
、

南
極
の
氷
河
が

縮
小
し
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
は
、
も
は
や
目
新
し
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
私

は
氷
の
表
面
よ
り
も
、「
海
水

が
氷
の
底
を
溶
か
し
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
も
う
少
し
詳
し
く
知
り
た
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「大南極展」で考えた
展示の新たな楽しみ方

鐘
だ
け
で
な
く
、各
家
庭
の
鍋
や
釜
、

ア
イ
ロ
ン
な
ど
に
も
及
び
、
陶
製
ア

イ
ロ
ン
な
ど
の
代
用
品
も
登
場
し

た
。
気
象
神
社
は
Ｃ
コ
ー
ス
に
な
る

が
、
旧
陸
軍
気
象
部
内
に
あ
っ
た
神

社
で
、
戦
時
中
は
気
象
報
道
管
制
に

よ
っ
て
、
天
気
予
報
が
新
聞
や
ラ
ジ

オ
か
ら
姿
を
消
し
た
こ
と
を
思
い
出

さ
せ
る
場
。
下
駄
の
形
を
し
た
絵
馬

が
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
下
駄
を
転
が

し
て
明
日
の
天
気
を
願
っ
た
平
和
な

時
代
が
、
絵
本
の
中
だ
け
で
な
い
こ

と
を
願
う
。

戦
争
を
経
験
し
た
人
が
少
な
く
な

っ
て
い
く
今
、
こ
う
し
た
場
所
を
実

際
に
歩
き
、
残
さ
れ
た
も
の
か
ら
歴

史
を
知
る
こ
と
も
、
戦
争
の
記
憶
を

次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
け
る
一
つ
の

方
法
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

普
段
何
気
な
く
歩
い
て
い

る
街
に
も
、
戦
争
の
記
憶
が

残
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
81
年

を
迎
え
、
戦
争
を
経
験
し
た

人
々
が
高
齢
化
す
る
中
、
そ

の
体
験
を
い
か
に
次
の
世
代

へ
継
承
し
て
い
く
か
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
近
年
は
、

若
い
世
代
に
よ
る
語
り
部
活

動
な
ど
も
注
目
さ
れ
て
お

り
、
都
内
各
地
で
は
「
平
和

展
」
な
ど
の
名
称
で
、
自
治
体
に
よ

る
展
示
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
杉
並
区
は
戦
後
80
年

事
業
と
し
て
、
区
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
情
報
を
も
と
に
、
区
内
に
残
る
戦

争
遺
構
や
平
和
の
象
徴
を
紹
介
す
る

「
す
ぎ
な
み
平
和
マ
ッ
プ
」
を
今
年

3
月
に
作
成
し
た
。
マ
ッ
プ
を
片
手

に
街
歩
き
を
し
な
が
ら
区
内
に
残
る

歴
史
に
触
れ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平

和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
、
伝
え
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
だ
。

こ
の
マ
ッ
プ
に
は
、
モ
デ
ル
コ
ー

ス
と
し
て
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
3
パ
タ
ー

ン
が
紹
介
さ
れ
、
各
コ
ー
ス
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
見
学
ポ
イ
ン
ト
や
行
程
距

離
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
「
荻

外
荘
」
が
入
っ
て
い
る
Ａ
コ
ー
ス
を

歩
い
て
み
た
。

Ａ
コ
ー
ス
は
、
Ｊ
Ｒ
荻
窪
駅
南
口

→
与
謝
野
公
園（
与
謝
野
晶
子
宅
跡
）

→
中
道
寺（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
釣

鐘
）
→
荻
外
荘
→
荻
窪
体
育
館（
オ

ー
ロ
ラ
の
碑
）・
中
央
図
書
館（
マ

特
徴
的
な
模
様
が
施
さ
れ
て

い
る
。
中
に
入
る
と
天
井
は

高
く
、
部
屋
を
少
し
ず
つ
ず

ら
し
た
配
置
の
造
り
で
、
各

部
屋
に
外
光
が
よ
く
入
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
前
庭
は

現
在
公
園
と
な
っ
て
い
る

が
、ゴ
ル
フ
好
き
の
近
衛
は
、

よ
く
そ
こ
で
練
習
し
て
い
た

と
い
う
。

こ
こ
で
は
第
二
次
・
第
三
次
近
衛

内
閣
の
組
閣
も
行
わ
れ
、
近
衛
の
主

要
な
政
務
の
場
と
な
っ
た
。
日
中
戦

争
が
泥
沼
化
す
る
中
、
昭
和
15（
１

９
４
０
）
年
の
「
荻
窪
会
談
」
で
は
、

日
独
伊
三
国
同
盟
の
強
化
や
戦
争
路

線
の
継
続
な
ど
、
第
二
次
近
衛
内
閣

の
基
本
方
針
が
話
し
合
わ
れ
た
。
翌

16（
１
９
４
１
）年
の「
荻
外
荘
会
談
」

で
は
、
中
国
で
の
陸
軍
・
駐
兵
問
題

を
巡
り
、近
衛
と
東
條
英
機
が
対
立
。

日
米
交
渉
の
行
き
詰
ま
り
を

打
開
で
き
な
い
ま
ま
、
近
衛

内
閣
は
総
辞
職
し
た
。
太
平

洋
戦
争
へ
と
向
か
う
日
本
の

進
路
が
、
こ
の
場
所
で
話
し

合
わ
れ
て
い
た
の
だ
。

戦
時
下
の
影
は
、
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
も
残
っ
て
い
る
。

中
道
寺
と
気
象
神
社
だ
。
中

道
寺
の
鐘（
重
さ
約
４
５
０

㌔
㌘
）は
、
金
属
類
回
収
令

で
徴
用
さ
れ
た
。
山
門
が
軽

く
な
っ
た
た
め
、
徴
用
さ
れ

た
鐘
の
代
わ
り
に
、
戦
後
ま

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
釣
鐘

が
「
重
し
」
と
し
て
山
門
を

支
え
て
い
た
。
同
令
は
寺
の

ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
像
）
→
天
沼
八

幡
神
社（
支
那
事
変
の
碑
）
→
Ｊ
Ｒ

荻
窪
駅
北
口（
建
物
疎
開
）を
巡
る
。

「
荻
外
荘
」
に
つ
い
て
マ
ッ
プ
で

は
、
昭
和
戦
前
期
、
第
二
次
近
衛
内

閣
の
基
本
方
針
を
話
し
合
っ
た
「
荻

窪
会
談
」
や
対
米
開
戦
を
巡
っ
て
の

「
荻
外
荘
会
談
」
の
場
と
な
り
、
主
要

な
政
務
が
行
わ
れ
た
昭
和
史
の
重
要

な
舞
台
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

昭
和
期
の
政
治
の
転
換
点
と
な
る
重

要
な
会
談
が
行
わ
れ
た
場
所
と
し

て
、平
成
28（
２
０
１
６
）
年
３
月
１

日
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

荻
外
荘
は
、
総
理
大
臣
を
３
度
務

め
た
政
治
家
・
近
衛
文
麿
の
旧
邸
宅

だ
。
昭
和
２（
１
９
２
７
）
年
に
大

正
天
皇
の
侍じ

い
の
か
み

医
頭
を
務
め
た
医
師
・

入
澤
達
吉
が
、
義
弟
で
建
築
家
の
伊

東
忠
太
に
設
計
を
依
頼
し
て
建
て
た

邸
宅
を
、昭
和
12（
１
９
３
７
）
年
に

近
衛
が
入
澤
か
ら
譲
り
受
け
た
も

の
。「
荻
外
荘
」
と
い
う
名
は
、
西
園

寺
公
望
の
命
名
に
よ
る
。

荻
外
荘
広
縁
の
窓
ガ
ラ
ス
に
は
、

「荻窪会談」が行われた客間。左側
から時計周りに、近衛文麿次期総理、
松岡洋右次期外相、吉田善吾海相、
東條英機次期陸相が座っていた。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
釣
鐘

気象神社

荻外荘

天
気
予
報
に
一
喜
一
憂
が
で
き
る
と
は

重しとなったコンクリート製の釣鐘

昭和史の重要な舞台「荻
て き が い そ う

外荘」


